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        第一章　劣等感


　ピンク色を基調にした少女趣味な部屋で橘たちばな 紗奈さなは「んん」と唸うなりながら寝返りを打った。

（起きたくない……）

　瞼まぶたの向こうが明るいのがわかる。それでもまだ寝ていたいと思った。別段、夜更かしをしたわけではないが、朝はいつまでも寝ていたい派だ。

　ところがそうはいかない。

　だれかの気配と吐息を感じて目を開ける。すると、いまにも唇が触れそうな位置に彼女がいた。

　紗奈は「ほわぁぁああっ！」と叫んで両手両足を弾ませる。

「やだ、紗奈ったらぁ……なぁに、その叫び声」

　遠野とおの　撫子なでしこはクスクスと笑いながら抱きついてくる。

（……いい匂いがする）

　シャンプーの香りかあるいはボディソープだろうか。香水とは違う。ごく近くでなければ感じない、かすかな柑橘系かんきつけいの匂いだ。

　紗奈は鼻を「スン」と鳴らして撫子の香りを吸い込んだあと、大きく息をついた。

「んもぅ……撫子ちゃん。なんで私の部屋にいるの？」

「お寝坊な紗奈を起こしにきてあげてるんじゃない。お・は・よ・う！」

　柔らかくすべすべとした頬を寄せられ、そのまますりすりと擦られる。

「う、うん――おはよう」

　幼なじみの撫子は十年前からずっとこの調子でスキンシップが過剰だ。

（撫子ちゃんのお母さんが外国人だから？）

　開けっ放しの窓から爽風そうふうが吹き込み、撫子の長い金髪をひらひらと揺らす。その髪の毛にしても、翡翠色ひすいいろの瞳にしても日本人のそれとはかけ離れているのに、名前は純和風なのがまた粋いきである。

「ねえ……もしかして今日も、ベランダから入ってきたの？」

　すると撫子は満面の笑みで頷いた。

「も～」

　紗奈は息をついて肩を落とす。撫子の家とはベランダ続きになっている。このマンションができたときから隣には遠野家が入居しており、それは橘家も同じだ。両家は同時期に新築の分譲マンションを買った。

　だがベランダの隔へだて板に穴が空いたのはつい最近である。撫子はその穴を通ってこの部屋へと忍び込んでくる。もっとも、ベランダに続く掃きだし窓の鍵をつい掛け忘れる自分もいけないのだが。

　隔て板の穴は撫子がバットの素振りをしていて空けてしまったと聞いた。撫子はこう見えても大の野球ファンだ。「よおぉぉおし！」と叫んでいるのをたびたび耳にする。そうして興奮するのは決まって、父親と一緒に野球中継を見ているときらしい。

　それにしても、バットで素振りをしていたのなら真ん中のあたりに穴が開くものだと思うが、なぜ下方に空いているのか謎である。

「さぁ、お着替えしましょ」

「だっ、大丈夫だから！　ひとりでできる」

「遠慮しないで？」

　にっこりと笑って、撫子は紗奈のパジャマのボタンを外しにかかる。

　彼女は昔から着せ替え人形で遊ぶのが好きだった。だからこれはきっとその延長なのだ。

「そのパンツとおそろいのブラはコレね」

　我が物顔でクローゼットを開けた撫子がブラジャーを差しだしてくる。

　それを手に取ろうとすると、ひょいっとかわされてしまった。

「今日は私が着けてあげる」

「えっ、なんで？」

「そういう気分なの」

　紗奈はキャミソールとショーツという心許こころもとない恰好のまま首を傾げる。

　いったいなにがどうなったら、他人にブラジャーをつける気分になるのだろう。

「いいよ、自分で着る」

「つれないこと言わないで」

　キャミソールの紐を落とされたので、紗奈はとっさに胸を隠した。

「ゃん、どうして隠すの？」

「だって……貧乳だし」

「私たち女の子同士なんだから、いいじゃない」

「撫子ちゃんはいいよね、おっきいから」

　紺色の重厚なブレザーの上からでも撫子の胸が大きいのがよくわかる。

「ねえ、自分で着るから」

　幼なじみが手に持っているピンク色のブラジャーと取ろうとするが、

「だ～め」

　撫子は一度こうと決めたら譲らない。頑固なところがある。

「ほら、紗奈？　手を退どけて」

「～～っ」

　どうにもこうにも恥ずかしいので、紗奈は撫子に背を向けて手を退けた。

「これでもいいよね？　撫子ちゃん」

「……ええ、まぁ」

　なにやら不満そうな声だ。紗奈は撫子に背を向けたままブラジャーのストラップに腕を通す。

（なんでこんなにドキドキするんだろ……）

　その理由はどれだけ考えてもわからなかった。

「――はい、できた」

「あ……ありがと」

　制服のブラウスを着るときも心臓は相変わらずトクトクと鳴っていた。なにかの病気だろうかと疑ったが、朝食のパンを食べ終わる頃にはすっかり忘れて家をあとにした。

　ふたりでエレベーターに乗り、エントランスホールを抜けて外へ出る。

　紗奈と撫子が通っている女子校――私立一木榎いちきのえ学園までは徒歩十分ほどだ。毎日一緒に登下校している。

　少し前までこの学園は『お嬢様学校』だったらしいが、少子化が顕著となった近代ではいわゆる『お金持ち』以外も入学しやすくなっている。

「撫子先輩、おはようございます」

「おはよう、遠野さん」

　校門をくぐるなり同級生や下級生など方々ほうぼうから声を掛けられる。撫子が数歩でも進めばそうして挨拶をされるので「今日も撫子ちゃんは人気者だぁ」といつも感心する。

　校舎に入ると、

「また放課後、生徒会室でね」

「うん」

　撫子は青いリボンを揺らしながら去っていった。

　紗奈と撫子はクラスが違う。撫子の胸のリボンは青色の特進クラス。いっぽう紗奈のリボンは赤色で、普通クラスだ。

　撫子は英語が話せないのをからかわれ猛勉強した過去がある。

（撫子ちゃんってけっこうギャップがあるよね）

　だがそれを彼女は隠していない。裏表のない性格だからこそ皆から親しまれるのだろう。

　幼なじみの後ろ姿を見送ってから教室に入る。するとすぐにクラスメイトの由慧ゆえに声をかけられた。

「今日も遠野さんと一緒に来てたね～」

「なんで知ってるの？」

「窓から見えた。金髪が目立つから」

「そっか」

　席につき、スクールバッグから教科書を取りだす。

（撫子ちゃんのことを知らない人なんて、この学校にいないんだろうな）

　ぼんやりとそんなことを考えていると授業が始まった。




　長い授業を経てようやく放課後になる。

　紗奈はクラスメイトたちに別れを告げて生徒会室へ向かった。生徒会室の引き戸に鍵は掛かっていなかった。ということはすでに彼女がいるはずだ。

　ガラガラと音を立てて引き戸を開けるなり撫子が抱きついてくる。

「あぁ、紗奈！　会いたかったわ」

　久しぶりに再会したわけでもないのにオーバーな――と思いながらも、そうして喜んでもらえると、必要とされている気がして嬉しくなる。

「ちょっとあなたたち！　いつもベタベタベタベタと暑苦しいのよ！」

　鈴木すずき　茉陽琉まひるは肩に流れているダークブラウンのウェーブヘアを手の甲で払いながら眉間みけんに皺しわを寄せた。

「いいじゃない。この部屋、エアコンがきいてるんだから」

　撫子は茉陽琉に咎められてもまったく気にしていない。

「すみません、遅くなりました」

　中里なかざと　呉羽くれはが入ってきた。黒髪に銀縁の眼鏡を掛けた物静かな生徒だ。撫子が紗奈に抱きついていても無関心である。

「大丈夫よ、呉羽。私たちもいま来たとこだから。それじゃあ予算組みを始めましょうか」

　撫子はニッコリと笑って着席する。長机を囲んで窓際に生徒会長の撫子、その隣に副会長の茉陽琉、斜め向かいに会計の呉羽、それから書記の紗奈が座るのがお決まりの席順だ。

　生徒会の主な仕事は校外の清掃活動と生徒掲示板の管理、部活動の応援グッズ作りで、今日はその部活動応援グッズの予算を組むことになっている。

「ではみなさん、これをどうぞ」

　茉陽琉が応援グッズの資料を配る。次に呉羽が各行事の予算案を提示した。撫子がそれらに目を通し、紗奈は議事録を作る。

「予算組みはどんな感じかしら～？」

　生徒会顧問の女性教師、進藤しんどう　芙柚ふゆが勢いよく引き戸を開けて入ってきた。ミルクティブラウンのロングヘアはいつ見てもよく手入れされていてツヤツヤだ。

「先生、ノックくらいしてください」

　呉羽が険しい顔で眼鏡の端をクイッと押し上げる。

「ごめんごめん」

　芙柚は謝りながら呉羽の隣に座り、予算案を見る。

「よくできてるじゃない、中里さん」

「……ありがとうございます」

　褒められても呉羽はニコリともしない。彼女は基本的にだれにでも淡々とした塩対応だが芙柚に対しては特にひどいような気がする。目も合わせないのだ。

（中里さんのことは、いまいちまだよくわからないな。鈴木さんもそうだけど）

　生徒会のメンバーは紗奈を除いて全員が特進クラスなので、放課後以外は接する機会がほとんどない。

　生徒会の会長と副会長は選挙で決まるが、会計と書記は会長の指名である。撫子に「書記になって」と言われなければきっとこの場にいなかっただろう。生徒会は例年、特進クラスの生徒が中心になって行うらしい。

（しっかりと頑張らなくちゃ）

　ひとりだけ普通クラスだということに大なり小なり引け目を感じている紗奈は皆の話をしっかりと聞いて書き留めていく。

　予算がまとまると、芙柚は胸の前でパンッと手を叩き合わせた。

「――さて、明後日は中間テストだし、今日はこれくらいにして、みんなもう帰りなさい」

　撫子や茉陽琉が「はい」と答える。

　生徒会活動はテスト前であっても例外的に休止にはならない。テストのことをすっかり忘れていた紗奈は瞬時に青ざめる。

（帰ったら勉強しなくちゃ！）




　スマートフォンのアラームを無意識に止めてしまうのはいつものことだ。

　頬に風を感じる。窓を開けっぱなしで寝た覚えはない。

（撫子ちゃんかな……？）

　そう思いながらも夢見心地で、目はまだまだ開けられそうにない。

「……紗奈」

　ああやっぱり撫子の声だ。何度も名前を呼ばれるも、起きられない。昨夜、遅くまで勉強していたせいに違いない。

　カメラのシャッター音が聞こえたような気がしたが、それでもまだ意識がハッキリとしなかった。

　胸元を撫でられている。それが夢なのか現実なのか判別がつかず、目を閉じたまま困惑する。

「――んっ!?」

　胸の先に強烈な違和感を覚えて目を見開く。下を見れば、パジャマの上から乳首をつままれていた。

「なな、なっ、撫子ちゃん!?」

「あ――おは、ようっ」

　撫子は両手をバッと顔の横に掲げた。

「紗奈ったら、全然起きないんだもん。だから……そこを刺激したら目を覚ますかなぁと思って」

「う、うん。すぐ起きられた」

「……じゃあ、今度からそうしてもいい？」

「へぁっ!?　だっ、だめ！」

　撫子は不満そうに唇を尖らせる。そんな顔をされてもだめなものはだめだ。

（だって……乳首をつままれるなんて……！）

　その感触を思いだして赤面してしまう。

「あぁ、おはようのハグがまだだった」

　ギュッと抱きしめられ、耳元で「おはよう、紗奈」と囁ささやかれる。

「ん、おはよう……」

　どういうわけか、いつにも増してドキドキしてしまう。

（私、ヘン……！）

　もう触れられていないというのに、いまでも胸の先が尖っているのが感覚でわかる。

　紗奈はやんわりと撫子の腕から抜けだしてすっくと立ち上がり、クローゼットへと走った。素早く制服に着替える。

「今日はやけに着替えが早いのね」

「ま、まあね。さぁ早く学校に行こう！」

　いったいなにに動揺しているのか自分でもわからない。両手両足が同時に前へ出る勢いで朝食を腹に掻かき入れ、家を出る。

　ふたりで通学路を歩き、学校に到着する。撫子は教室の前だって人目も憚はばからず「ばいばいのハグ」と言って抱きついてくる。

（まわりの視線が気になるのって私だけ？）

　撫子にとってハグは日常の一部で、大きなことではないのかもしれない。それを気にしてしまう自分のほうがきっと『自意識過剰』なのだ。

（でも、仕方ないよ。撫子ちゃんって目立つし、すごく人気があるし）

　女子校だからか同性から人気があって、女子生徒からよく告白されている――。




　授業が終わり、生徒会室へ行く前に園芸委員の仕事――花壇で水やり――をしていると、体育館裏へ向かって撫子が歩いていくのが見えた。青いリボンをつけた特進クラスの女子生徒も一緒だ。

　紗奈はとっさに身を隠す。

（……って、私ったらなんで隠れてるの!?）

　そう思いながらもつい聞き耳を立ててしまう。

「ずっと好きだったんです……！」

　見知らぬ特進クラスの生徒が言った。

「……ごめんね。私、好きな人がいるから」

　撫子のその台詞は何度か聞いたことがある。だれとも付き合う気がないからそう言っているのか、あるいは本当に『好きな人』がいるのか――気にはなるが尋ねたことはない。なんとなく、訊きくのが怖い。

　目には見えない一線があって、その先に踏み込んではいけないような気がするのだ。

　紗奈はひとり首をぶんぶんと横に何度も振って水やりを終え、校舎に戻った。

　生徒会室へ行く途中、特進クラスの前の廊下を通りかかったときだった。

「――それにしてもさぁ、橘さんだっけ。幼なじみかなにか知らないけど、いっつも撫子さんのそばをうろうろして……目障めざわりったらないよね。普通クラスのくせに！」

　特進クラスの中から響いてきた言葉を耳にしてギクリとするのと同時に体が強張こわばり、動けなくなる。目には瞬時に水粒が浮かんだ。

　鉛のように重くなった足をなんとかして前へと進め、廊下の角を曲がってトイレに入る。個室の鍵をかけると、とたんに涙が溢あふれた。

（目障り――）

　顔も知らないだれかの言葉が頭の中で何度も繰り返される。気にしなければよいのに、そういうところは図太くなれない。

　肯定的な言葉よりも否定的な言葉のほうが心に刺さってずっと残るのは、自分がネガティブな性格だからなのだろうか。

（でも、いつまでもここで泣いてたらだめだ）

　生徒会室へ行かなければ。今日の会議が始まってしまう。

　紗奈は目元を拭って深呼吸をし、ポケットに入れていた目薬をさす。

　個室から出て、鏡の前で顔を確認する。目はまだ少し赤いが、ごみが入ったと言いわけして、泣き腫はらしたことはごまかそう。

　そうして生徒会室へ行くと案の定、撫子に「どうしたの!?」と訊かれた。

「ちょっと、目にゴミが入っちゃって。トイレで目薬をさしてたら遅くなっちゃった。ごめんなさい」

「いいのよ。でも大丈夫？　保健室に行く？」

「ううん、平気」

「そう……？」

　なおも心配そうな顔をしている撫子に向かって「ほんとに大丈夫だから」と言って着席し、議事録を取る準備をした。

　生徒会活動を終えて昇降口へ向かう道すがら、紗奈は撫子に提案する。

「ねえ……撫子ちゃん」

「うん？　なぁに」

　ドクドクドクと胸が鳴っている。そのせいで、いたたまれなくなる。撫子の斜め後ろで紗奈は足を止める。

「今日から別々に帰らない？　朝も……一緒に行くのはやめよう。ほら、明日は中間テストだし」

　俯うつむいたまま言った。しばらく返事がなかった。

　おそるおそる顔を上げると、撫子はいままでに見たこともないような悲痛な面持ちをしていた。

「……なんで？　だれかに、なにか言われたの？」

　紗奈はビクリとして両肩を弾ませる。

「そ、そんなこと……ないけど……。ほら、撫子ちゃんと登下校したい人、いっぱいいるじゃない？　私とばっかりじゃ、申し訳ないなと思って」

「……っ」

　撫子は言葉もなくツカツカと歩いてくる。両腕を掴つかまれると、反射的に体がビクッと跳ね上がった。

　曇りのない翡翠色の瞳で見つめられ、とたんに身が竦すくんで微動だにできなくなる。

「まわりなんかどうでもいい！　紗奈は、私と一緒にいたくないの!?」

「……う、うん。だって……撫子ちゃん、みんなに好かれてるから」

　そのせいで私は嫌われるんだ――と、心の中で悪魔さながらにだれかが囁いた。

（違う。撫子ちゃんのせいじゃない）

　本当はわかっているのに、感情をコントロールできない。

　なにもかもを撫子のせいにしている。だから、一緒にいたくないのだ。

「……わかった。私……先に帰ってるね」

　幼なじみの顔を見ることができなかった。

　しばらくその場で棒立ちになったあとで帰路につく。

　ひとりきりの家路はいやに長く感じた。




　翌朝は異様に早く目が覚めた。

　いや、ほとんど寝ていないというほうが正しい。夜中に何度も目が覚めた。眠りが浅かった。

　早々に支度を整えて家を出る。憂鬱ゆううつな気分とは裏腹に空はよく晴れていた。

（頭がボーッとする。こんなんで、テスト大丈夫かな……）

「はあぁ」と盛大にため息をつくと、大きな荷物を背負って坂道を上るおばあさんの姿が目についた。

　紗奈はいったんは女性の側そばを通り過ぎたものの、気になってしまい来た道を戻った。

「あの、どちらまで行かれるんですか？　もしよかったらお手伝いさせてください」

「あらまぁ、ありがとうねぇ。でも私は駅へ行くからねぇ」

　ここから駅までまだかなりある。その距離をこの荷物を持ってひとりで行くだなんて――と心配になる。

「私は大丈夫ですよ。ちょうど私も駅へ行くところでしたから」

　おばあさんの荷物を持って駅へ歩く。話しながら歩けばあっという間だった。

「――それじゃあ、お気をつけて」

「ありがとうねぇ。あなた、一木榎学園の生徒さんでしょう。学校まで遠くなっちゃったねぇ、気をつけて」

　駅へ行くところだったというのが嘘だとおばあさんはわかっていたようだ。

　紗奈は曖昧あいまいに笑って、おばあさんが見えなくなってから走りはじめた。

（まずい、遅刻だ……！）

　学校とは反対方向の駅だったのですっかり遅くなってしまった。

　全力疾走したが間に合わず校門はすでに閉まっていた。

「きみは生徒会役員だろう！　生徒の模範となるべきなのに遅刻とは……。それに今日は中間テストがあるというのに」

　校門の向こう側にいた教師に頭ごなしに怒鳴られた。だが弁明のしようがない。

「先生、待ってください」

　凛りんとした声がだれのものなのか、すぐにわかる。門の脇から撫子が出てきた。

「紗奈は今朝とても早く家を出ました。遅れたのには理由があるはずです。ね？　紗奈」

　教師は眉間に皺を寄せる。

「そうなのか？」

「あ……はい。重そうな荷物を持って歩いていたおばあさんに付き添って、駅まで……」

　すると教師は眉根まゆねをピクリと動かしたあとで、バツが悪そうに「ゴホン」と咳払いした。

「なんだ、そうならそうと早く言いなさい」

　教師が開けた門から中へと入る。

「さあテストが始まる。急ぎなさい」

　紗奈と撫子は「はい」と返事をして校舎へと走った。

「えっと……ありがと、撫子ちゃん」

「ううん」

　撫子はなにか言いたげに口を開けたが、続く言葉はなかった。

「また……生徒会室で」

「うん」

　幼なじみとは廊下で別れる。

（でも撫子ちゃん、なんで校門にいたんだろう？）

　首を捻ひねりながら教室に駆け込んだ。

「紗奈、おはよう。ギリギリだったね」

「おはよう、由慧ちゃん。そうだね、ギリギリ……というか、ほとんど遅刻だった」

　苦笑して、スクールバッグから筆記用具を出す。間もなくテストが始まる。

（もしかして撫子ちゃん――私が来るのを待ってくれてた？）

　キュッと胸が締めつけられる。

（私、昨日はあんなこと言ったのに）

　怒っていてもおかしくないのに、撫子は本当にどれだけ優しくて懐ふところが深いのだろう。

　紗奈はテスト中もずっと撫子のことばかり考えていた。

　やっと放課後になる。紗奈は生徒会室へ直行した。そこにはすでに撫子と茉陽琉がいた。

「紗奈、お疲れ様」

　撫子は抱きついてこない。困ったような顔でほほえんでいる。

「うん、お疲れ様……」

　椅子に座り、スクールバッグの中をゴソゴソと漁って議事録を探す。

「あれっ？」

　ところがバッグの隅々まで探しても前回の議事録が見当たらない。

（しまった、机の上に置きっぱなしだ！）

　顔を青くしている紗奈に撫子が「どうしたの？」と尋ねる。

「議事録を忘れてしまって……」

「これのこと？」

　撫子の手に握られているのは、私室の机に置きっぱなしにしていたはずの議事録だ。

「う、うん。それ！　でもどうして――」

　撫子が近づいてきて、議事録を手渡される。それから耳打ちされた。

「じつは今日も紗奈の部屋に入ったの。まだ寝てるかもって思って……。そのとき、机の上に置いてあるのを見て持ってきてたの。勝手に、ごめんね？」

「ううん、ありがとう。助かった」

　ホッと胸を撫で下ろす。

（それにしても私って、なんでこんなに要領が悪いんだろ）

　今朝といい、いまといい――いつも撫子に助けてもらってばかりだ。何事もきちんとしたいのに、できない。

「ちょっとあなたたち、なんなの！　コソコソとッ」

　茉陽琉の凄まじい剣幕もなんのその、撫子は素知らぬ顔で「なんでもないよ？」と言葉を返した。

「遅くなりました」

　呉羽が顔を出す。

「さ、会議会議」

　撫子は上機嫌で着席する。茉陽琉はいまだに不満そうだったが、会議に支障はなかった。

　予算会議が終わる頃に、タイミングよく下校を促すチャイムが鳴り響いた。

　茉陽琉は習い事があるといってすぐに帰った。呉羽もまた「お疲れ様でした」と言い先に帰ってしまう。

　紗奈は書類の端をトン、トンと机に押し当てて揃そろえていた。

「紗奈――どうしたの？」

「えっ？」

　急に声をかけられたので上を向くと、撫子が心配そうな顔で覗のぞき込んできた。

「な、なんでもないよ」

「なんでもないって顔じゃ、ないよ。ねえ、お願い。教えて？」

　そんな顔をしている自覚はなかったが、気持ちが表情に出てしまっていたらしい。

　昔からそうだが撫子はそういうことに敏い。他人ひとのことをよく見ている。

　紗奈は小さく息をつく。

「私、なにをやってもダメダメだなって……」

　今朝は遅刻しそうになった。せめて生徒会活動だけはきちんとしたいのに、議事録を自宅に忘れてしまうという体たらくである。

　そんな自分が不甲斐ふがいなくて、気が塞ぐ。

　撫子に両手を取られたことで上を向く。幼なじみの真剣な顔がすぐそばにあった。

「紗奈はすごく頑張ってる。紗奈がいるから私も頑張れるの」

「……！」

　言葉を返すことができない。視界がぼやける。

「でも、私が生徒会に誘ったこと……もしかして紗奈の負担になってる？」

「負担なんて、そんなことない！」と紗奈は即答した。

　なにをやっても要領を得ない自分に腹立たしさはあるが、生徒会としての活動に多少なりとも誇りがあるからこそだ。

　撫子は口元を緩ませて「よかった」と呟く。

「生徒会には紗奈が必要不可欠なんだからね」

「うん……ありがと、撫子ちゃん」

　涙声になってしまったせいか、撫子に目元を撫でられた。

「ねぇ、紗奈……。やっぱり、一緒に登下校しよう？」

　翡翠色の瞳が潤みを帯びて見つめてくる。

「……だめ？」

　ドクンッと胸が鳴る。

「だめじゃ、ない。私も、撫子ちゃんと一緒にいたいから」

　まわりなんて気にしない。

　撫子と一緒にいたいから、いる。それでよいではないか。

　左手に重ねられた撫子の手を、紗奈は反対の手のひらでそっと覆った。
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        第二章　秘密　


　修学旅行を間近に控え、教室では休み時間も使ってしおり作りに励む生徒が多くいた。紗奈もまたそのひとりである。

　そばにいた由慧が「楽しみだね～」と呟く。紗奈は「うん！」と答えてニンマリと笑った。

　唯一残念なのは、修学旅行中はクラスごとにまわるので撫子とは別行動だという点だ。

（……って、毎日一緒にいるんだから旅行中くらいは仕方ないよね）

　撫子にベッタリくっついているわけにはいかない。

　教室を出て生徒会室へ行く途中で、廊下に中間テストの結果が貼りだされているのが目についた。掲示の前で生徒たちが喜んだり肩を落としたりしている。紗奈は立ち止まり、背伸びをして順位表を見た。

（学年一位は撫子ちゃん。二位は鈴木さんだ）

　上位ふたりはもはや定番であり、いつもこの順位だ。一位と二位が覆くつがえったことはいままで一度もない。入学時の成績もそうだった。

「――会長、学年一位おめでとうございます」

　生徒会室に入るなり呉羽が撫子に言った。

「ありがとう」と撫子が笑うと、

「あ、鈴木さんも。二位おめでとうございます」

　呉羽はとってつけたようにそう言葉を足した。きっと他意はないのだろう。しかし茉陽琉は不機嫌そうに唇を尖らせるばかりで、なにも答えなかった。

（鈴木さんって、なにをやっても撫子ちゃんには全然勝てないからひがんでるのかも）

　生徒会選挙にしてもそうだ。茉陽琉は僅差きんさで撫子に負けて副会長になった。それで茉陽琉は撫子には厳しい態度を取るのかもしれない。

　生徒会室では今日、主に運動部の試合時に使用する応援グッズのデザイン決めをすることになっている。

　応援グッズはなにがよいか生徒からアンケートを取ったところ、これから暑くなるのでうちわにしてほしいという意見が圧倒的に多かった。したがって生徒会メンバーは一木榎学園オリジナルのうちわを作るべくそれぞれデザイン画を描いてきた。応援グッズのデザイン画は生徒会メンバーが担当して考案するというのが、この学園の習わしである。

「じゃあみんな、机の上に出して」

　撫子の一声で長机の上に四つのデザイン画が並ぶ。紗奈は一枚一枚をじっくりと眺めた。

　まず撫子のそれはとても渋い。癖のある行書体で『魂』と書かれている。茉陽琉の絵は、なにが描かれているのか説明なしにはわからないくらい独特だ。

（私のは平凡だし……）

　最後に呉羽のデザイン画を見る。

（中里さんの、いいかも）

　文字と絵のバランスが絶妙だと思った。

「みんな～頑張ってるかな～」

　顧問教師の芙柚がやってきた。机に並べられたデザイン画を、興味深そうに順番に見る。

「中里さんのデザイン画が私は好きかな」

　芙柚が言うと、撫子をはじめ茉陽琉と紗奈もすぐに「私も」と賛同した。皆、心の中では呉羽のものがいちばんよいと思っていたに違いない。

「じゃあ呉羽のデザイン画に決定ってことで、みんないい？」

　撫子が皆を見まわす。紗奈と茉陽琉が頷くと、珍しく照れたようすで呉羽も首を縦に振った。

　生徒会活動を終え、紗奈と撫子は帰路につく。

「ねぇ、紗奈。修学旅行のことなんだけど」

「うん？」

「自由行動日はどうするか、もう決めた？」

「ううん、まだ」

「じゃあ、一緒にまわらない？」

　紗奈はパチパチと何度も目を瞬しばたたかせる。それから「うん！」と二つ返事をすると、撫子は安堵したようにほほえんだ。

（撫子ちゃんとはいつも一緒にいるのに、どうしてだろ。すっごく嬉しい）

　意気揚々と自宅に戻り私室に入ると、スマートフォンが『ピロリン』と鳴った。

（鈴木さんからだ）

　何事だろう。生徒会のグループではトークしたことがあるが個別にメッセージが来たことはいままでにない。

　もしや議事録に不備でもあったのだろうかと心配になりながらメッセージを見る。

『明日、生徒会活動の前に北棟三階の踊り場に来て』と書いてある。

『了解！』とスタンプを返すものの、首を捻る。

（いったいなんの話？）

　生徒会活動以外で茉陽琉と接点はない。ゆえに、やはり自分がなにかミスをしでかしたのだろうかと不安になった。




　翌日、紗奈は生徒会室へ行く前に北棟三階の踊り場へ向かった。そこにはすでに茉陽琉がいた。

「遅くなってごめん」

　それに対して茉陽琉はなにも答えない。

「あなた――撫子さんとはどういう関係なの？」

「へっ？」

　紗奈は頓狂とんきょうな声を上げて目を丸くする。思いもしないことを尋ねられて面食らってしまった。

（どう、って言われても……）

　しばし考え込んだあとで「幼なじみだよ」と答えた。

「本当にそれだけ？」

　茉陽琉はいったいどういう意図があってそんな質問をしてきたのだろう。彼女は撫子と衝突が絶えない。撫子を目の敵かたきにしているように見受けられる。

（撫子ちゃんの弱点を探ってる――とか？）

　もしそうなら俄然がぜん、撫子の味方をする。

「それ以外になにかある？」

　紗奈が強い語調で言い返すと、茉陽琉は唇を引き結んでたじろいだ。

「……だったら、いいのよ。では生徒会室で」

　茉陽琉は階段を駆け下りて行ってしまう。

（なんだったんだろ……）

　紗奈は唇を引き結んで階段を一段、一段下っていく。

　生徒会室で話し合いをしているあいだもずっとモヤモヤとしたまま気が晴れなかった。

　いっぽう茉陽琉は何事もなかったかのように普段どおりだ。

　下校時間になり、撫子とふたりで校門を出る。

（鈴木さんに呼びだされたこと、撫子ちゃんに話しておいたほうがいいよね）

　心の中で「うん、うん」と頷いて紗奈は口を開く。

「あのね、撫子ちゃん。今日、生徒会の前に鈴木さんと話をしたんだけど」

　すると撫子はとたんに怪訝けげんな顔になった。

「なんの話？」

「私と撫子ちゃんってどういう関係なの、って訊かれた」

　撫子はわずかに目を見開く。

「……紗奈はどう答えたの？」

「幼なじみだ、って」

「……そうだよね」と呟いた撫子の顔はどこか物憂げだった。

（どうしたんだろ……）

　撫子になぜそんな顔をさせてしまったのだろうかと考える。

（あっ――親友、って言うほうがよかったのかも）

　ただの『幼なじみ』ではきっと軽すぎたのだ。

（私と撫子ちゃんは、もっとこう――深い関係だもん）

　そう思い至ったあとで「ふっ、深い!?」と声に出してしまい焦あせる。

「なにが？」

　撫子が翡翠の目を丸くしてこちらを覗き込んでくる。

「や、なっ……なんでも、ないよ」

　紗奈は顔の前でぶんぶんと両手を振って苦笑した。

　それからしばらくは頬が熱を持ち、なかなか冷めなかった。

　ふたりはマンションの部屋の前で別れる。

「じゃあまた明日――」

　紗奈が手を振ろうとしていると、撫子は「あっ、そうだ」と声を上げて、肩にかけていたスクールバッグを開けた。

「うちわのデザイン画、コピーをとったから渡しておこうと思ってたの」

　撫子がスクールバッグからデザイン画を取りだした拍子に彼女の生徒手帳が床に落ちた。紗奈がそれを拾う。一木榎学園に入学したときにふたりで撮った写真が挟んであった。

「――っ！　ぁ……ありがと、紗奈。はい、これ」

　生徒手帳と交換でデザイン画を受けとる。

「じゃあ……また明日ね」と、小さな声で言って撫子は曖昧にほほえむ。

「うん、また明日」

　胸の前で小さく手を振って撫子を見送った。

（撫子ちゃん、私と撮った写真を入れてくれてるんだ……）

　嬉しい反面、気恥ずかしくなる。紗奈は「すう、はあ」と大きく息をして、赤くなっているであろう顔を手でパタパタと扇いでから自宅へ入った。




　今日は土曜日。どれだけでも眠ることが許される日だ。

　しかしそうはならない。頬を掠かすめるだれかの吐息で目が覚める。すぐそばで撫子が添い寝していた。

「おっ――はよう」

　いつからそこにいたのだろう。

「おはよう、紗奈」

　ジィッと見つめられるといたたまれなくなる。紗奈はしどろもどろになりながら、

「あれっ、今日って土曜日だよね？」

　学校は休みだ。撫子が自分を起こしにくる理由はない。

「うん。でも……紗奈と買い物に行きたいなって」

「そっか、行こう」

　紗奈が快諾したからか、撫子は満面の笑みになって抱きつく。

「紗奈――好き」

　ドキッとしてしまったのはきっと、ごく間近で言われたせいだ。

「私も……好き、だよ」

　同じ言葉を返すと、どういうわけか撫子から笑みが消えた。

（どうして……？）

　紗奈は撫子に窺うかがうような視線を向ける。

「撫子ちゃん？」

　撫子は俯いたまま、しばらく無言だった。

「――朝ごはんを食べて、また来るね。今度は玄関から。一時間後でいい？」

　紗奈は頷いて「おっけー」と答え、ベランダへ続く掃きだし窓から出ていく撫子をベッドの上から眺めた。

（なんか私――最近ヘンじゃない？）

　紗奈は自問する。

　どうして、撫子の一言一句にドキドキするのだろう。

（なんていうか……意識しすぎ？）

　そうだ、やはり自意識が過剰なのだ。気にしすぎないようにしようと決め、紗奈はベッドから抜けだし、着替えを済ませてダイニングへ行った。

　朝食を済ませて玄関を出ると撫子が鉄扉の前で待っていた。

「チャイム押してくれていいのに」

「私もいま出てきたところだから」

　紗奈は目の前にいる幼なじみを上から下まで見まわした。レースとチュールのドッキングワンピースは純白で、じつに涼やかだ。長い金髪は左右で緩く三つ編みにされ、淡いピンク色のショルダーバッグを肩に掛けている。撫子はそういうパステルカラーがよく似合う。

「行こ、紗奈」

「うん」

　ふたりでエレベーターに乗り、外へ出る。

「今日は暑くなりそうだね」と紗奈が言うと撫子は「そうね」と相槌あいづちを打った。

　駅まで歩き、電車に乗る。店が立ち並ぶ大通りまでは一駅なのですぐに着く。

　電車を降りて駅をあとにし、街路を歩く。すれ違う人の視線を感じる。皆が撫子をチラチラと見るのだ。

（すっごい美人だからね）

　誇らしいのと同時に、その隣を歩くのが自分でいいのだろうかという引け目も相変わらず付きまとった。

　ショーウィンドウに映った自分は、黒いカットソーにデニムのショートパンツという平々凡々な姿だ。

「ねぇねぇ」

　男性に呼び止められた。

「一緒に遊ぼうよ～。ごはん奢おごってあげる」と声をかけてきた男性に対して撫子は目も合わせずにきっぱりと「結構です」と言い、紗奈の手を取って早足でアパレルショップへ入った。

　撫子と一緒に買い物へ行くと必ずといっていいほどだれかに声をかけられる。ほかの友人や、自分ひとりで行くときはそうはならない。

（撫子ちゃんはキレイで目立つから、仕方ないのかもしれないけど）

　不意にメンズ服が目に入った。

「私――男装でもしようかな」

「えっ、どうして？」

「撫子ちゃんの彼氏っぽくしてたほうが、さっきみたいに男の人に声かけられないかなって」

「……私のため、ってこと？」

　紗奈が真剣な顔で頷くと、撫子はとたんに真っ赤になった。

「えっ？　ごめん、ヘンなこと言ったかも」

「……ううん」

　撫子は口元に手を当てて俯く。

「なんか……そこまで考えてくれてるのが嬉しくて。ありがと、紗奈」

　見つめられると、どういうわけか身動きが取れなくなる。

「でも男装なんてしなくていいから。紗奈がそばにいてくれれば、それで――」

　心なしか撫子の瞳は潤んでいる。

（どっ、どうしよう……すっごく恥ずかしい。なんで？）

　紗奈は挙動不審になりながら「あっ、新入荷だって！」とポップを指さして撫子の視線を逸らした。撫子は「ホントだ！」と小さく叫んで服を物色しはじめる。そんな撫子を紗奈は少し遠くから眺める。幼なじみは流行に敏感で新しいもの好きだ。

（必要としてもらえるのが嬉しいから、だよね）

　それで、こんなにもいま胸がドキドキと鳴っているのだ。そうに決まっている。

「ねえ、似合う？」

　はしゃいだようすで服を自身にあてがう撫子を見て紗奈は「へっ？」と声を上げる。考え事をしていたので上の空だった。

「あ、う――うん。すっごく似合ってる」

「なんか……間があったね。正直に言っていいよ？」

「本当だよ。撫子ちゃんにピッタリ」

「そう……？」

　撫子は服を手に持ったまま頬をほんのりと赤くして、照れたようすで首を傾げた。それを、とてもかわいらしいと思ってしまう。

（友達のことをかわいいと思って、なにが悪いの？）

　またも自問したあとで「かまわないではないか」と肯定する。

「私ばっかりじゃなくて、紗奈も欲しい服を見ていいんだからね？」

「うん」

「……っていうか、私も一緒に選んでいい？」

　紗奈はクスッと笑って「はいはい」と答える。ふたりで買い物に来ると、彼女はいつもそうだ。

（でも、撫子ちゃんが選んでくれた服のほうが私に似合ってる気がするんだよね）

　きっと撫子のほうがセンスがよいのだと合点して、紗奈は幼なじみに言われるまま試着していった。

　アパレルショップで買い物を終えたふたりはファストフード店に入った。

　撫子は傍目はためから見るとそういう、いわゆるジャンクフードを食べそうにないのだがそうではなく、ハンバーガーやポテトを好んで食べる。それも、並みの量ではない。

（でも、痩せてるんだよね）

　きっと太りにくい体質なのだろう。羨うらやましい。

（腰なんてすごく細いのに胸はおっきぃんだもん）

　窓辺の席で撫子と向かい合って座った紗奈は幼なじみの胸元をついジィッと見つめてしまう。

「ふ？　にゃぁに？」

　撫子はハンバーガーを頬張りながら、口をもごもごと動かしてたどたどしく訊いてきた。

「な、なんでもないよ」

　紗奈はどぎまぎしながらストローでオレンジジュースを飲む。

　カシャッとシャッター音が聞こえて上を向けば、撫子がスマートフォンをかざしていた。

「そういえば、このあいだ私が寝てるときにもなにか撮った？」

「……う～ん、覚えてない」

「そっか」

　ファストフード店を出たあとも何軒かアパレルショップ巡りをして帰路についた。

　駅を出て歩く。陽は沈みかけ、あたりは夕闇に包まれていた。

「――紗奈、危ない」

　このとき、ぼうっとしていたのだと思う。

　だから、後ろから来た車に気がつかず道の中央を歩いていたのだ。撫子に手を引っ張られて道の端へとよたよた歩きする。

「あ――ごめん、ありがと」

「んもぅ、紗奈ったら危なっかしいんだから」

　撫子はなおも心配そうに「どこも怪我してない!?」と目を光らせる。

「大丈夫だよ、車にぶつかったわけじゃないんだし」

　紗奈が苦笑すると、撫子は「そうだけど」と言って不満そうに唇を尖らせた。

　無言で見つめられる。

「手……このまま繋つないで歩こ？」

　胸がドクンと鳴ったのは、薄暗い中で翡翠の瞳が煌きらめいたように見えたから。

「ほら、このほうが安全だし。少し前までこうして歩いてたし」

　そう言われてみればそうだ。いつから手を繋がなくなったのだろう。

（女の子同士で手を繋いだって、べつに……おかしなことじゃ……）

　そう考えながらも、いったいなにが『普通』なのかわからなくなってくる。その範疇はんちゅうが図りかねる。

（ドキドキして、緊張してる――って、気づかれないようにしなくちゃ）

　マンションの部屋の前まで来ると、離れがたさが募る。その明確な理由はわからない。

「ねぇ、うちでごはん食べていかない？」

　こうして誘われるのは別段、珍しいことではない。土曜日はたいてい両親の帰りが遅いから自炊しなければならないので、撫子の家でごちそうになることはよくある。

「うん。お邪魔します」

　撫子の両親もまた週末は出張が多く、土曜日は決まって留守だ。

「すぐに作るね」

　家に入るなり撫子はピンク色のフリルレースがついたエプロンを着てキッチンに立った。

（ほんと撫子ちゃんはなんでも似合うなぁ……）

　料理の手伝いをしたいところだが、不器用な自分ではかえって迷惑になることが多いので、撫子が料理をしているあいだはいつもこうして大人しく待っている。手伝えることといえば配膳と皿洗いくらいだ。

　撫子がキッチンで料理をしているところをリビングのソファからぼんやりと眺める。

（撫子ちゃんって、いい奥さんになりそう）

　そう思ったあとすぐに心の片隅がズキンと痛む。

（……なんで？）

　いつかだれかのものになってしまうことを想像して気が沈む。

（寂しいから？）

　撫子に彼氏ができれば買い物に誘われないかもしれない。登下校にしたってそうだ。いまは撫子を独占している自覚がある。

（――って、もともと私のものってわけじゃないんだから）

　どうやら撫子の姿を目で追って見つめてしまっていたらしい。視線が絡むと、撫子はほほえんで首を傾げた。紗奈もまた笑い返す。

（やめやめ。もう考えないようにしよう）

　頭の中であれこれ考えても仕方のないことだ。

「紗奈、運ぶの手伝ってもらえる？」

　料理ができたようだ。紗奈は「うん」と言いながらソファを立ち、見るからに美味しそうなオムライスが載った皿をダイニングテーブルへ運んだ。

「いただきま～す！」

　手を合わせたあと、オムライスの端をスプーンで掬いとって口に入れる。

　卵はふわふわのとろとろで、中のチキンライスも期待どおり絶品だった。

　食事の後片付けを終えると、

「私の部屋で少し話さない？　うちわの発注スケジュールをもう少し詰めておきたいの」

「うん、わかった」

「じゃあ、お菓子とお茶を準備するから先に私の部屋に行っていて？」

「はーい」と返事をして紗奈は撫子の部屋へ行く。彼女自身は金髪に鮮やかな緑色の眼をしていて、着ている服だって華やかだが、それに相反あいはんして部屋は極めてシックだ。

　幼なじみの部屋をじろじろと見るつもりはなかった。だが、整然とした部屋で机の引きだしが半開きになっていてはどうしても目につく。

　紗奈は何気なく引きだしの中を覗き込んだ。

（……これって）

　黒い表紙に白いマーカーで『ＳＡＮＡ』と書かれた分厚ぶあついアルバムを手に取り、パラパラとめくる。

（私と撫子ちゃんのアルバム？）

　初めのほうのページには幼き日の紗奈と撫子がふたりで写うつっている写真がほとんどだった。ところがページが進むにつれて撫子の姿は消え、紗奈の写真ばかりになる。

　分厚いアルバムの最後のほう、いちばん新しいと思われるページには自分の寝顔の写真が貼られていた。

（どうしてこんな写真が――）

　撫子に渡した覚えはない。自分の寝顔の写真など、よほど自己愛が過ぎなければ友人に渡さない。

「――見ちゃった？」

　突如として背後から声が響いた。紗奈の両肩がビクンッと跳ね上がる。

　いつの間にそこにいたのか、菓子と茶が載ったトレイを持った撫子がすぐ後ろに立っていた。

　撫子は感情の読みとれない顔でトレイをローテーブルの上に置く。紗奈はアルバムを持ったまま動けないでいた。

「私……紗奈のストーカーなの」

　諦めたように笑う幼なじみを凝視ぎょうししていると、手にしていたアルバムを掠めとられた。

「どれもよく撮れてるでしょ？」

　言葉を返すことができずその場に棒立ちになる。いっぽう撫子はベッド端に座り、アルバムを開ひらいた状態のままシーツの上に置いた。

「こうやってね、紗奈の写真を見ながら……妄想するの」

　そうして幼なじみが自分の胸を触りはじめる。紗奈はギョッとして目を見開いた。撫子が両手で激しく胸を揉み込むので、白いレースのワンピースはくしゃくしゃになってしまった。

「ふぁあ……」と大きく息をついて撫子は言う。

「あの穴だって、本当は素振りしてできたわけじゃないの。紗奈に会いたくて……バットで空けたの」

　それで人が通りやすいように下方に空いているのかと合点するものの、そんな場合ではない。この状況が信じられないのと同時に、いったいどうすればよいのか皆目かいもく見当がつかなかった。

「バレちゃったんだから、いいよね。本物の紗奈を見ながらオナニーしても」

「ふえっ!?」

　紗奈が声をひっくり返らせても、撫子は動じずに自分の背中に腕をまわしてワンピースのファスナーを下ろした。

「ま、待って、撫子ちゃん。落ち着いて」

「……無理、だよ」

　撫子はいまにも泣きだしそうな顔で眉根を寄せている。心なしか息遣いが荒い。

（でも……私も同じだ）

　息の仕方を忘れてしまったようだ。呼吸がままならない。

　焦りと動揺以外にも、いままでに抱いだいたことのない感情がふつふつと湧き上がってくる。

　その感情の正体がわからず困惑しているあいだに、撫子は白いワンピースの袖そでを腕から抜けさせていた。

　ワンピースと揃えたのか、撫子のブラジャーにもまた純白のフリルレースがあしらわれている。

　撫子は楚々そそとしたようすで立ち上がり、ワンピースを床に落とした。

　ピュアホワイトの下着は彼女の透けるように白い肌とあいまって、まるで発光しているかのように煌いていた。くっきりとした胸の谷間は自分にはないものだからつい、羨望せんぼうの眼差まなざしを向けてしまう。腰のくびれにしてもそうだ。それでいて太ももはほどよく引き締まった肉付きだ。彼女は本当にプロポーションがよい。

　両肩に掛かっている三つ編みは解かずそのままだった。どこから見ても完璧な撫子の立ち姿は下着の雑誌に載っていたとしてもきっと何の違和感もない。目が眩くらみそうなほど美しい。

「最近……ずっと、ガマンしてたの」

　呟きながら、下着姿の撫子がひたひたと歩いてくる。

　紗奈は反射的に後退あとじさった。壁に背がぶつかって、それ以上は後ろへ行けなくなる。すると、縋すがるように両腕を掴まれた。

「紗奈と一緒にいるとムラムラするの……っ」

　紗奈は撫子よりも五センチほど背が高い。だから、近距離だと見下ろす恰好になる。潤みを帯びた翡翠色の瞳で見上げられれば、たとえ同性であっても理性を揺さぶられるのは致し方ないことだ。

　深い胸の谷間をジィッ見つめてしまう。貧乳の自分にはないものを彼女がもっているから、目が逸らせないのだ。

（それ以外の理由なんて――）

　ない、と言いきれるだろうか。

　撫子は上目遣いのまま紗奈からそっと両手を離した。それから胸を突きだすようにして自身の背に両手を持っていき、ブラジャーのホックを弾く。

「……っ!!」

　とたんに純白のブラジャーが緩み、ふたつの膨らみが無防備になる。それでもなお、たっぷりとした乳房だから谷間は健在だ。

　撫子の顔がすぐそばにあるものだから、彼女が深呼吸をすると息が首のあたりにかかった。

（ゾクゾクするのは、なんで？）

　撫子はブラジャーのストラップを肩から外した。もう片方のストラップはすでに肩から落ちて緩んでいた。そのようすが、卑猥に思えてならない。

　背のホックが留まっていないブラジャーは容易たやすく下にずれる。そうして豊満な乳房が明るみに出た。

　惜しげもなく晒さらされた形のよい乳房に釘付けになる。

「ねぇ……見て？　私の乳首、こんなに勃たってる」

　透き通るような白い肌に、鮮やかな薄桃色の棘がちょこんとついている。

「紗奈に見られて興奮してるの。だから……絶対、目を逸らさないでね？」

　撫子は言葉のとおりひどく興奮しているらしく、息遣いが荒い。ふくよかな胸がしきりに上下している。

　彼女が呼吸するたび、大きな乳房が小刻みに揺れる。顔を両側からだれかに固定されているようだった。少しも動かすことができず、そこから目が離せない。

　ピンッと勃った鮮やかな色の乳首を、いやがうえにも凝視することになる。

「紗奈――」

　名前を呼ばれて、肩と心臓が同時にビクリと跳ねる。

　エメラルドグリーンの瞳と至近距離で見つめ合う機会はいままでにだってたくさんあった。抱きつかれればいつだって顔の距離は自然と近くなる。

　それなのにどうしていまはこんなにも胸がドクンドクンとうるさく鳴っているのだろう。

「こんな私は……イヤ？」

　瞳を潤ませ、か細い声で撫子は言葉を継ぐ。

「気持ち悪い？」

　紗奈は目を見開いたあと、

「そんな……こと……ない」

　ゆっくりと何度も首を横に振った。

　気持ちが悪いとは思わない。ただ、とにかく驚いている。

　撫子は眉根を寄せたまま大きく息をつき、緩慢に両手を動かして剥むきだしの乳房を掴んだ。

　なにをするつもりなのだろうと思って見ていれば、円を描くように揉み込みはじめた。

「ぁん……ん、はぅ……っ」

　そうしていきり立った薄桃色の蕾つぼみを指でつまんで弄いじる。胸の先がくにくにと揺れている。

　紗奈はゴクリと息を呑み、撫子の自慰オナニーを傍観した。その視線を感じてか、撫子は眉間の皺を深くして身をくねらせる。

「ふぁ、あぁっ……！」

　乳首をつまむ撫子の指に力がこもるのがわかった。乳頭は平らになる勢いで潰れ、執拗に扱しごかれて踊り狂っている。

「どうしよう、もぅ……イッちゃうぅうっ……!!」

　大声を上げながら撫子は体を仰け反らせた。ガクガクと両脚を震わせながら正面に倒れ込む。

「撫子、ちゃん――」

　しなだれかかってきた撫子の体を支えながらも、紗奈は呆然とその場に立ち尽くした。
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        第三章　修学旅行　


　遠野　撫子は「はぁ」と小さくため息をついた。京都へ向かう新幹線の窓から外を眺める。座席はクラスごとなので紗奈とは離はなれ離ばなれだ。隣には茉陽琉がいるが、これといって会話はなかった。

（紗奈に会いたい）

　今朝、学校でバスに乗る直前まで一緒だったのだから、そう長い時間離れているわけではない。それなのにもう『紗奈切れ』状態だ。彼女に抱きついて、その温もりを確かめたくてたまらない。

（あぁ……またムラムラしてきちゃった）

　紗奈を前に自慰をしたときはあっという間に絶頂してしまった。あのときのことをまったく後悔していない――とは言い難がたい。

　自分の性癖をさらけだしたあの日以来、紗奈はどこかよそよそしい。はっきりと拒絶はされなかったにしろ、戸惑っているのは明白だ。

（でも……ガマンできなかった）

　紗奈が写っている写真を積み重ねたあのアルバムを見られたときにきっと、理性的な糸が切れてしまったのだ。

（だって、好きなんだもん）

　だれに言うでもなく心の中で言いわけする。

　いつからこんなに彼女のことを愛するようになったのか――明確なきっかけはないように思う。

　ただ、紗奈と初めて出会った頃のことはよく覚えている。

　撫子は目を閉じ、十年前を想起した。
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「おひっこしなんて、いや！」

　幼き日の撫子は両親に向かってそう叫び、手足をバタバタと動かして不満を露あらわにした。

「でもね、仕方がないの。このアパートでは狭いし、パパの職場からも遠いし」

　自分と同じ金髪緑眼の母親が困り顔で言った。

「いや、いや！　またおともだちを作らなくちゃいけないじゃない！」

　日本人とはかけ離れた見た目の撫子はなかなか親しい友人を作ることができずに学校で苦労していた。

「大丈夫、きっとすぐにいいお友達ができるから」

　なんて無責任なことを言うのだろう。撫子は唇を尖らせて、なおも駄々をこねる。

「ぜったいにいや！」

「よ～し、撫子。パパとキャッチボールでもしよう」

　父親に外へと連れだされ、キャッチボールをしたあと、そのまま車に乗せられてアパートをあとにすることになる。

「パパひどい！　わたしをだまして！」

　車の中でも撫子は暴れたが、両親は取り合ってくれない。

　陰鬱いんうつな気分でマンションに到着する。

「なぁに、ここ。おばけビルじゃない」

　子どもの目には、背丈の何十倍もある高層マンションがそんなふうに見えた。

　撫子はのろのろと歩き、エントランスホールを通ってエレベーターに乗る。

「今日からここが私たちの新居よ」

　エレベーターを降りて数メートルほど歩くと、母親が自慢げに鉄扉を開けた。一直線に広がるフローリングの廊下は真新しく、輝いて見えた。

「ほら、広いでしょう？」

「……うん、まあ」

　まだ荷物がなにもないからそう見えるということに、子どもの撫子は気づかない。それでも、幼い撫子は気分を明るくする。

「ちょっと、おさんぽしてくる」

「遠くへ行っちゃだめよ。エレベーターには乗らないで」

「は～い」

　廊下をうろうろしていると隣のドアから黒髪の女の子が出てきた。満面の笑みで「こんにちは」と声を掛けられる。しかし人見知りの激しかった撫子は小さな声で「こんにちは」と返すのがやっとだった。

「おとなりにひっこしてきたひと？」

　コクリと頷く。

「わたし、さな。せんしゅう、ひっこしてきたばかりなの。よろしくね」

「よ、よろしく……」




　引っ越しの翌週、月曜日のことだ。ランドセルを背負って外へ出ると、廊下で紗奈とばったり会った。

「なでしこちゃんも、いまからがっこう？」

「うん」

「じゃあ、いっしょにいこう！」

「……うん」

　エントランスホールを出て住宅街を歩く。

「なでしこちゃん、なんくみ？」

　学年を訊かれなかったのはきっと、母親同士が「同級生ですね」と話していたのを聞いたからだろう。

「わからない」

「おなじクラスだとうれしいな」

「……うん」

　学校へ着くと撫子は職員室へ行った。そうするように母親に言われていた。

　教師と一緒に教室へ行き、そこで紗奈の姿を見つけると、どういうわけかホッとした。

　休み時間になると撫子はクラスメイトから質問攻めにあった。髪や目の色のことをしつこく何度も聞かれるのでうんざりする。

「なでしこちゃん、いっしょにかえろう？」

「……うん」

　帰り道に紗奈と話したのは学校で飼っているウサギのことだった。

　その翌日もふたりは一緒に登下校した。紗奈は何日経っても撫子の見た目について言及しなかった。

「――わたしのこと、ヘンだとおもわないの？」

　あまりにもなにも言われないので、下校中にたまりかねて訊いた。

　紗奈はキョトンとして何度も目を瞬しばたたかせた。

「ヘンって、なにが？」

「その……かみのけ、とか」

「きんいろで、きれいだとおもうよ」

　紗奈はニッコリと笑う。

「じゃあ……目は？」

「みどりいろで、ほうせきみたい」

　はにかんだようすでそう言うので、こちらまで照れてしまう。

「そ、そう……」

　撫子は頬を赤くして俯く。紗奈が不思議そうに覗き込んでくる。彼女の顔が間近に迫ると、とたんに胸がざわついた。
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　紗奈は何でも受け入れてくれる。多少考えなしのところがあるからだと思う。

　だからつい甘えてしまう。

（でもあれはさすがにナシだった――？）

　紗奈の前であんなことオナニーをして、嫌われたかもしれない。

　軽蔑されたかもしれない。

　不安に胸を掻き立てられる。

「――さん、撫子さん！」

　撫子はハッとして我に返る。隣にいた茉陽琉に訝しげな視線を向けられていた。ぼうっとしていたせいだ。

「ごめん、なに？」

「もうすぐ駅よ。早く支度なさって」

「あぁ、うん」

　新幹線から降り、貸し切りバスに乗る。最初の目的地は言わずと知れた名所、清氷寺せいひょうじである。

　特別クラスと普通クラスでは旅程が異なるが、最初の清氷寺だけは一緒だ。撫子は清氷の舞台そっちのけで紗奈を捜した。

（あっ、いた――）

　普通クラスの友人と楽しそうに話をしている。ここで腹を立てるのはお門違いだとわかっているが、不満を募らせずにはいられない。今日は終日クラスごとに行動することになっている。

　撫子は眉間に皺を寄せて「はぁ」と小さく息をついた。それを、茉陽琉が見つめていることには気がつかない。

　寺社仏閣の見学を終えてホテルへ向かう。駅のすぐ近くにあるビジネスホテルだ。モノトーンで統一された部屋だった。私室と似ているせいか妙に落ち着く。

（結局、今日は紗奈とほとんど話せなかった）

　今朝は出しなに少し会話したが、それも「おはよう」だとか「いい天気だね」というような世間話だけだ。

　紗奈はそのとき、あの出来事に関していっさい口にしなかった。そのことをじっくりと話したい気持ちと、そうではなく曖昧にしておきたい気持ちがせめぎ合っている。

「撫子さん、お先にシャワーをどうぞ」

「えっ？　ううん、茉陽琉が先に入っていいよ」

「……ではお言葉に甘えて」

　どういうわけか頬を赤く染めて視線をさまよわせながら茉陽琉はシャワールームへと消えていった。

（どうしたんだろ？）

　撫子は首を捻る。ホテルでは茉陽琉と相部屋だ。茉陽琉に、紗奈と同じ部屋になりたいから代わってほしいと頼んだが断られた挙句「生徒会長たるもの部屋を代わるなんて外道げどう、してはいけません！」と叱咤しったされた。

（そういえば紗奈が言っていたっけ……。私と紗奈がどういう関係なのか、茉陽琉に訊かれた――って）

　茉陽琉はどういうつもりでそんな質問をしたのだろう。

　撫子は窓辺に立ち、街を見下ろす。車の走行音が耳につく。

（紗奈――）

　明日は自由行動だ。やっと一緒にいられる。

　そう思うといまから心が躍る。彼女に抱きつきたくて、たまらない。




　待ちに待った自由行動日。撫子はホテルのロビーで紗奈と待ち合わせる。

（私の服……おかしくないかな）

　空色のロングカーディガンに白いカットソーを合わせ、動きやすいように下はデニムのショートパンツを履いている。

「ごめん、お待たせっ」

　白と黒のボーダーシャツを着た紗奈がターコイズブルーのワイドパンツの裾すそを翻しながら駆けてくる。

「紗奈!!」

　一日ぶりだからかいつにも増して愛しさが込み上げてきて、人目を忘れて抱きついてしまう。

「な、撫子ちゃん……！」

　耳まで真っ赤になっている紗奈を見上げる。

（んもぅ、かわいい！　紗奈ったら、照れてる？）

　抱きついても嫌がられなかったことにひとまず安堵し、紗奈を観察する。艶のある黒い髪の毛には寝癖がついている。

「慌てて来たのね？」

　ピョコンと跳ねている紗奈の髪を撫でつけると、紗奈はますます赤くなった。心の奥をくすぐられ、このまま部屋に連れ込んで押し倒してしまいたい衝動に駆られる。

「そ、そろそろ行こう？」

「んん……そうね」

　撫子は渋々、紗奈から離れて歩きだす。

「――お待ちになって」

　呼び止められ、振り返る。そこには紺色のワンピースを着た茉陽琉が腕組みをして立っていた。

「私もご一緒させていただいても？」

　急にそんなことを言われ、絶句する。撫子は「茉陽琉と一緒になんていかないよね！」という念をこめて紗奈に目配せをした。

　ところが紗奈は「うん、一緒に行こう」と快諾したので、撫子は内心「えーっ!!」と叫んだ。

（今日はふたりきりで過ごしたかったのに！）

　唇を尖らせてみても、紗奈はちっとも気がつかない。

（もしかして紗奈ったら……茉陽琉がひとりぼっちなのはかわいそうとか思ってる？）

　もし本当にそうなら不憫ふびんだが、彼女は友達がいないわけではない。自分たちでなくても、だれかしらと行動をともにできるはずだ。

「どこへ行く予定ですの？」

　茉陽琉が訊いてきたので撫子はポツリと「映画山」と答えて、

「茉陽琉？　もし他所よそへ行きたいのならだれか別の人とでも――」

　しかし茉陽琉は撫子の言葉を遮るように「ではさっそく行きましょう」と言ってきた。心の中で「ちっ」と舌打ちをする。

（なんでこうなるの!?）

　撫子は不満を露わに仏頂面でホテルを出た。三人で地下鉄に乗る。水無川駅で降りて歩くこと十分、映画山に到着した。

　両側に鯱しゃちほこが鎮座した城門をくぐり、入場料を支払って中へと足を踏み入れる。

（紗奈とふたりきりじゃないけど、せっかく来たんだから楽しまなくちゃ）

　空は雲ひとつなく晴れ渡っている。茉陽琉のことは気にしなければよいだけだ。

「江戸時代に来たみたい！」と月並みの台詞を吐きながら撫子はあたりを見まわした。

　町並みだけでなく池や桟橋に至るまで時代劇で見る風景が視界いっぱいに広がっている。

「ほんと、すごい！」

　紗奈もまた目を輝かせてあちらこちらに目を向けている。いっぽう茉陽琉は無言でぼんやりと前を見ていた。

「茉陽琉？　もしかしてここ、来たことあった？」

　撫子が訊くと、茉陽琉は驚いたように目を見開いた。

「どうしてそう思いますの？」

「なんか、反応が薄いから」

「……ええ。来るのは三度目ですわ」

　撫子と紗奈はふたりして「えっ!?」と声を上げる。

「別のところのほうがよかった？」

　おろおろしながら紗奈が訊くと、茉陽琉はすまし顔で「いいえ」と答えた。

（ていうか、それならそうと出発前に言うとか、そもそもついてこなければいいのに）

　茉陽琉の考えていることはよくわからない。

「あなたがたは初めてなのでしょう？　さ、行きましょう」

　スタスタと歩きはじめる茉陽琉を、撫子と紗奈は顔を見合わせて追いかけた。

　少し歩くと『衣装屋』に到着した。私服の上に着物を羽織はおるだけの簡単な仮装だが、着替えれば雰囲気がグッと増す。撫子は白い着物を、紗奈は全体がピンク色のものを、茉陽琉は黒地に金刺繍きんししゅうが入ったものを羽織った。

「お写真お撮りしましょうか～？」

「お願いします」

　撫子は衣装屋の店員にスマートフォンを渡し、紗奈の隣にぴったりとくっついてピースサインを掲げた。

「失礼」

「――ちょっ」

　紗奈とのあいだに茉陽琉が割って入ってきた。

「撮りますよー！」

　シャッター音が響く。

「あ、ありがとうございました」

　店員からスマートフォンを受け取る。いましがた撮影してもらった写真を見れば、いい表情で写っているのは茉陽琉だけだった。茉陽琉が画面を覗き込んでくる。

「あとで送ってくださいね、撫子さん」

　満面の笑みで言われ、撫子は「あぁ、うん」と投げやりに返事をした。

（なんか、計画が狂ってる気がする）

　いや、もとより綿密な計画を立てていたわけではないが、紗奈とふたりでいちゃいちゃしながら映画山を巡るという計画は台無しだ。

　かといって大仰にため息をつくわけにもいかない。ふたりきりではないとはいえ、紗奈と一緒にいられるだけでもよいと思わなければ――。

「あれっ、なにかあるのかな？」

　紗奈が人だかりを指さしながら言った。

「殺陣たての実演ではないかしら」と茉陽琉が答える。

「じゃあ見に行こっか」

　実演が始まると、どこからともなく観客が押し寄せてきた。

「わわっ」

　紗奈が人の波に流されそうになるので、手を掴んではぐれないようにする。

　殺陣の実演が終わり、撫子は紗奈に「面白かったね」と声をかけた。紗奈は興奮した面持ちで「うん！」と頷いた。

「……あれ？　茉陽琉？」

　そばにいたはずの茉陽琉の姿がない。そのことに紗奈もすぐに気がついた。

「鈴木さん、どこだろ？」

　ふたりできょろきょろと見まわすが、茉陽琉はどこにもいなかった。

「さっきの人ごみで、はぐれちゃったみたいだね」

　撫子がポツリと言うと紗奈は「ええっ!?」と驚嘆した。

（でも、ちょうどよかったかも？）

　撫子は「はぐれちゃったものは仕方ないから」と前置きして、

「そのあたりを歩いていればそのうち合流できるよ。行こう、紗奈」

「えっ――」

　撫子は戸惑う紗奈の手を取って歩きだす。

　この際だから紗奈とふたりきりで楽しんでしまおうと思った。しばらく歩いていたが、紗奈が急に立ち止まった。

「やっぱりだめだよ、捜そう！　鈴木さん、ひとりで不安になってるかも」

「……っ」

　撫子はキュッと唇を引き結ぶ。それから小さな声で「そうだね」と呟く。

　紗奈とふたりきりでいたい気持ちしかなかったが、幼なじみの良心を無下むげにはできない。

（こういう紗奈だから、私……こんなに好きになったのかもしれない）

　秘かに「ふぅ」と息をつく。

「ひとまず電話してみよ？　走りまわって捜すよりそのほうが早いから」

「そっか、そうだね」

　電話をかけようと、ハンドバッグからスマートフォンを取りだすと茉陽琉のほうから掛かってきた。

『もしもし？　撫子さん、いまどこなの』

「ええと――花はなっていう……お茶屋さん？　の、前にいるけど」

『すぐに行きますから、その場を動かないでくださいね』

「はいはい」

　電話を切り「すぐに来るって」と紗奈に伝える。

「そう、よかった」

　安心したようにほほえむ紗奈を見て胸が軋きしむ。

（紗奈は、私とふたりきりじゃなくてもいいの？）

　そう思い至ると、とたんに気が沈んだ。自分はなんて心が狭くて、そして嫉妬深いのだろう。

（こんなんじゃ、紗奈に嫌われちゃう）

　撫子はぶんぶんと首を横に振ることで自戒して茉陽琉を待つ。

「――ごめんなさい、お手洗いに行きたくなっちゃって。ショーが終わる前に戻ってこられると思ったのだけれど、お手洗いが混んでいて遅くなってしまったわ」

　それで姿が見えなかったのか、と納得する。

（茉陽琉はここに来るのは三度目って言ってたから、ショーも何回も見たことあるのかも）

　茶屋の名にしてもそうだ。初めて来たのなら茶屋の名前を言っただけではきっとどこにあるのかわからない。

（でも、楽しいのかな……茉陽琉は）

　考えれば考えるほど、なぜ彼女が自分たちと行動を共にしたがるのか疑問だ。

「ここでお昼にしませんこと？」

　茉陽琉が茶屋を指さしながら言った。

「そうだね。紗奈、いい？」

「うん！」

　茶屋の中はそう混んでいなかった。昼食にはまだ早い時間だ。四人掛けの席が五つほどある。撫子は店の隅のテーブルを目指し、紗奈の隣に座ろうとした。

「……！」

　ところが先に茉陽琉が紗奈の隣に座ってしまう。撫子は仕方なく彼女たちの向かいにひとりで座った。唇を引き結んだまま『おしながき』を眺める。

「おにぎりセットにしようかな」

　おにぎりとミニうどん、からあげというボリューミーなセットメニューだ。たくさん食べることでストレスを発散しようとしている。

「私もそうする」

　紗奈が言うと「では私も」と茉陽琉も、看板メニューであるおにぎりセットを注文した。

　食事を終えて茶屋を出る。いま食べたばかりだというのにもう小腹が空すいてしまい、ソフトクリーム店の暖簾のれん――ひらがなで「そふとくりぃむ」と書かれている――に目を留める。

　紗奈も同じことを考えたようで、店の前で足を止めた。抹茶味のソフトクリームをそれぞれ買って、店先に置いてあった長椅子に座って食べる。

　今度こそはと撫子は素早く紗奈の隣に座った。撫子の隣に茉陽琉が腰を落ち着かせる。

「んん。この景色を見ながらだからか、美味しいね」

　紗奈は楽しそうだ。ふと、幼なじみの頬にクリームがついていることに気がついた撫子は指でそれを掬いとって舐めた。無意識のことだった。

「なっ、撫子さん！」

　茉陽琉が声を荒らげた。

「えっ？　なに？」

　なぜ大声で名を呼ばれたのか見当もつかない。撫子はソフトクリームを持ったまま首を傾げる。

「……べつに、なんでもありませんわ」

　そう言うなり茉陽琉はプイッと顔を背けた。

（ヘンなの……）

　茉陽琉は本当によくわからない。

「――この先はお化け屋敷ですわね」

　三度目の来訪である茉陽琉のもと三人は江戸風の町を進んでいた。

「楽しそうだね。入ろう」

　撫子の言葉に「ええっ」と言ってうろたえたのは紗奈だ。

「ちょっと、怖そうじゃない？」

「お化け屋敷なのに怖くなかったらただの小屋ですわ」

　茉陽琉が真顔でそんなことを言うのでおかしくなってしまう。

「大丈夫だよ、紗奈。私がついてる」

　ここぞとばかりに紗奈の左手を握り込む。するとどういうわけか茉陽琉が空あいているほうの手を掴んできた。

「茉陽琉も怖いの？　でも、入ったことあるんじゃないの？」

「入ったことはありますがもう忘れました。さあ、参りましょう」

　茉陽琉の先導でお化け屋敷の中へ入る。

（怖いってわけじゃなさそうなのに、なんで手を繋ぐの？）

　茉陽琉の行動は謎だらけだ。

　お化け屋敷の中で三人はずっと手を繋いでいた。いちばん恐怖を覚えていたのはやはり紗奈で、出口へ着く頃にはすっかり疲弊ひへいしていた。

　その後いくつかのアトラクションを巡り、夕方には土産を買ってホテルへ戻った。

「それじゃあ紗奈、またね」

「うん。撫子ちゃん、鈴木さん、今日はありがとう」

「……こちらこそ、ありがとうございました。撫子さん、行きましょう」

　紗奈とロビーで別れ、茉陽琉とともに部屋へ向かう。

（自由行動日、終わっちゃった。これからまたしばらく紗奈と会えない）

　残り二日はクラスごとにみっちりと旅程が組まれている。最愛の幼なじみと一緒に過ごせないと思うとまた憂鬱になる。

「な、撫子さん。ちょっとお話が」

　部屋に入るなり茉陽琉に声を掛けられた撫子はハンドバッグを机の上に置き、ベッド端に腰を下ろした。

「なに？　あらたまって」

　尋ねても、茉陽琉は唇を引き結んだまましばらくなにも答えなかった。

　撫子は首を傾げる。

（そんなに言いづらいこと？）

　一日を振り返って、彼女となにかあっただろうかと考えたが別段、思い当たらない。

「ゎ、私……」

　ようやく茉陽琉が口を開いた。茉陽琉はハンドバッグを肩に掛けたままその場に立っている。

「好きなの。撫子さんのこと」

　撫子は茉陽琉を見上げたまま固まる。

　思いもしない言葉に呆然とする。

「え……？」

　聞きとれなかったわけではないが、あまりにも予想外のことで、どう言葉を返せばよいのかわからなかった。

「私とお付き合いしてほしいの」

　さらにそんなことを言ってくるので、撫子はますます困惑する。

　茉陽琉にはそう好かれていないと思っていた。彼女はなにかにつけて突っかかってくる。

（だからまさか、そんな――）

　撫子は眉根を寄せて立ち上がり、茉陽琉の前まで歩いた。彼女の目を真正面から見る。

「ごめん。ほかに好きな人がいる」

　きっぱりと言っても、茉陽琉は動じなかった。断られるのだとわかっていたかのようだった。

「……そう。いまのは忘れて」

　目を伏せ、茉陽琉は踵きびすを返してシャワールームへと入っていった。
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        第四章　生徒会室　


「ただいま～」

　修学旅行を終えて自宅に帰った紗奈は土産を母親に渡して私室のベッドに突っ伏した。

（楽しかったけど、疲れた。それに――）

　二日目の自由行動以外は撫子とはずっと離れ離れだった。

　クラスごとに行動したので仕方がないのだが、たった数日とはいえ撫子と離れていることはいままでなかった。

　生徒たちを乗せたバスが学校に到着したのも、クラスで時間がバラバラだったので、下校のときすら顔を合わせていない。

（撫子ちゃんも、もう帰ってきてるかな？）

　むくりと起き上がり、制服を着替えもせずにベランダに出る。隔て板の穴から向こう側を覗き込むと、足が見えた。

「撫子ちゃん？」

　呼びかけるとすぐに撫子が顔を出した。

「紗奈！」

　満面の笑みを向けられれば無条件に嬉しくなってしまう。

「そっちへ行ってもいい？」

「うん」

　撫子が穴をくぐってやってくる。そう大きな穴ではない。細身ほそみの撫子だからこそ通れる。

「映画山、楽しかったね」

「そうだね」と相槌を打ち、ベランダから外を眺める。

　ベランダからの夜景は見慣れたものなのに、撫子が隣にいるというだけで斬新ざんしんなものに思えてくる。

（少しのあいだ離れてたから？　いつもどおりにできる）

　そのことに安心して夜の街を眺めていた。

「ねえ……抱きついてもいい？」

　ドクンッと跳ね上がったのは心臓だ。

　紗奈は撫子のほうを振り返った。縋るような、それでいて真剣な眼差しを向けられている。

（ううん……違う。以前と同じようになんて、できない）

　必要以上に意識してしまっている。

　自由行動の日だって、撫子のことを過剰に意識して、些細ささいなことでもうろたえていた。

「……紗奈？」

　撫子が不安そうに首を傾げる。

「あ……う、うん」

　頷くと、幼なじみは安堵したほうにほほえんだ。彼女の両手が伸びてくる。

　そっと、壊れものにでも触れるように抱きしめられる。心臓が、ドクドクドクドクと脳天に響くほど高鳴っている。

（いい匂い……）

　こんなふうに抱きつかれたとき、いままで自分はどうしていただろうか。

　彼女の背を抱き締め返していたのか、あるいはなにもしていなかったのか、自分のことなのにまったく思いだせない。

（抱きしめ返したい――って思うのは、おかしなこと？）

　撫子の温もりと柔らかさを、彼女の背に腕をまわすことでよりいっそう確かめたいと思うのは友人として『普通』のことなのか、そうでないのか――。

　両腕をのろのろと持ち上げて、撫子の背に触れようとしていると、

「はぁ、ありがと。紗奈を補給できた」

　急に撫子が顔を上げたので、紗奈は「ひぇっ!?」と声を上げて両手を顔の前に掲げた。

「えっ、なに？　どうしたの？」

「ふえっ？　あ、ううん……な、なんでもないよ」

　挙動不審もいいところである。

「む～？　怪しいなぁ」

　撫子が顔を覗き込んでくるのでますます焦ってしまう。

（落ち着け、心臓！）

　心の中で命令しても、そのとおりにはまったくならなかった。




　だれかの気配を感じる。あたりはもう明るくなっている。目を閉じていてもなんとなくわかった。

（きっと撫子ちゃんだ）

　両手を伸ばすと、その手を掴まれた。

「お、おはよう？　紗奈」

「…………」

　紗奈と撫子は互いの手を握り合い、しばらく言葉を発しなかった。

「おはっ……よう！」

　慌てて両手を引っ込めたものの手持ち無沙汰になって、自分の頭を撫でる。ひどい寝癖がついている。

（もう、私……！）

　昨日、抱きしめ返したいと思っていたからこんなことをしてしまったに違いない。

「両手を出して、なんの夢を見てたの？」

「さ、さぁ……なんだったかな。忘れちゃった」

　紗奈は俯くことで視線を逸らす。撫子の顔は依然としてすぐそばにある。

（撫子ちゃんの唇……ぷるぷるだ）

　視線を落としたことで撫子の唇が目に入る。瑞々しくて、柔らかそうだ。

「……紗奈？」

「うぇあぃっ！」

「なぁに、ヘンな叫び声だして」

　クスクスと笑いながら撫子が離れる。

（撫子ちゃん――いつもどおりだ）

　以前、彼女の部屋で見たことは夢だったのではないかと思ってしまう。

（でも、ヘタに蒸し返さないほうがいいよね）

　紗奈は「うん、うん」と頷いて自身を納得させた。

　身支度を整えて家をあとにする。学校に到着すると、屋外に設置されている生徒掲示板の前に人だかりができていた。

「なんだろ？　紗奈、知ってる？」

「さぁ……。学園新聞が出る日じゃ、ないよね。承認作業もしてないし」

　生徒掲示板には生徒が主体となって掲示物を貼りだすことができるが、その承認は生徒会メンバーが行うことになっていて、承認印――紗奈が持っている――が捺おされたものでなければ掲示板に貼ってはいけない。

「そうよねぇ」

　掲示板へ向かってふたりで歩く。

　撫子が来ると、どういうわけか人だかりは自然と消えた。皆が困惑したようすで撫子をチラリと見て去っていく。

（おかしいな……。いつもならみんな、撫子ちゃんに挨拶するのに）

　掲示板を見上げると『告発』という見だしが一番に目についた。

『生徒会長の遠野　撫子は生徒会費を私的に使い込んでいる』という太文字のあとに、まったく根拠のない悪口がこれでもかと書き連ねてある。

　紗奈は「なにこれ!?」と声を荒らげた。

「わぁ、本物の新聞みたい」

　いっぽう、当の撫子はまったく気にしていないようすで笑っている。

　紗奈は奥歯を噛み、背伸びをして新聞を掲示板から引き剥はがした。両手でぐしゃぐしゃと丸め込む。

「紗奈ったら、大胆」

　驚いたように撫子が言った。

「だってこんなの、大嘘じゃない！」

　腸はらわたが煮えくり返る思いで両手に力を込める。

「いったいだれがこんなものを――」

　紗奈は丸めた新聞を、近くにあったゴミ箱に放ろうとした。

（……ううん）

　しかし思い留まる。この紙の中に犯人を突き止める手がかりが残されているかもしれない。

　紗奈はくしゃくしゃに丸めた新聞を広げて折りたたみ、スクールバッグにしまった。




　放課後、生徒会室へ行くと撫子と呉羽が先にいた。

「あれっ、鈴木さんは？」

　彼女が遅れてくることは滅多めったにない。

「まだ来てないよ」と撫子が答える。「そっか」と言いながら椅子に座ると、

「遅くなりましたわ」

　茉陽琉が俯き加減で入ってきた。どことなく沈んでいるように見えたが、皆の前で「どうしたの？」と訊けるほどの仲ではないし、本当に『沈んでいる』のかも定かではない。

（生理中――とかかもしれないし）

　それでブルーになるということは自分だってよくある。

　紗奈は気を取り直して、集まった生徒会メンバーに今朝の新聞を見せた。

　会計担当の呉羽は眼鏡の縁を指で押し上げながら眉を顰ひそめる。

「どうしてこんなものが張りだされたのか……。お金のことは会計の私がすべて管理して、進藤先生に監査してもらっているのに。ああ、クラスのみんなには弁明しておきました。会長はそんなことはしていないと」

「ありがと、呉羽」

　撫子がニコッと笑う。茉陽琉は無言だった。小難しい顔をしている。

（でも、やっぱり噂になってるんだ……）

　そう思うと胸が痛む。なぜ根の葉もない噂で撫子が貶おとしめられなければならないのだ。

「それにしてもよくできた新聞ですね。きっと頭のいい人が作ったんですよ。ここまで作り込まれていたら、みんなが信じてしまうのも無理ないかも――っと、すみません」

　呉羽は口を押えて撫子の顔色を窺う。

「いいのいいの、ほんとによくできてるし」

　撫子本人にこんな新聞を見せているのが辛くなって、紗奈はそれを手早く折りたたんだ。

「とにかく、みんなで『なんの根拠もないただの悪口』だって言いまわろう」

　紗奈が提案すると、生徒会メンバーは一様に大きく頷いた。




　翌朝、生徒掲示板の前にはまた人が群がっていた。例のごとく新聞が貼られている。紗奈は人ごみを掻き分けて掲示板の前まで行き、勢いよく新聞を剥ぎとった。

「今日はなにが書いてあるんだろうね？」

　笑いながら撫子が訊いてきたが、紗奈はなにも答えられなかった。剥ぎとった新聞は乱雑に折りたたんでしまった。

（どうせまたろくなことが書いてない。こんなもの、撫子ちゃんに見せたくない！）

　撫子は本当に気にしていないのかもしれない。それでも、一方的な悪言に溢れたこの紙を彼女には見せたくなかった。

　紗奈は普通クラスに行ったあとで新聞を見た。案の定、撫子を批判することばかりが書き連ねてある。

「どうしたの紗奈、怖い顔して」

　由慧が前の席の椅子に座る。

「うん、ちょっと……」

「ああ、遠野さんのこと？　なんか、おかしな噂があるみたいだね」

「由慧ちゃんも聞いたの？」

「うん、まぁ。でもほら、人気者ってそれだけやっかみも多いものだよね。気にしないほうがいいと思う――って、大変なのは遠野さんなのに無責任かな」

「……ううん。ありがと、由慧ちゃん」




　授業が終わり生徒会室へ行くと、テーブルの上にデザインうちわのサンプルが置かれていた。

「みんな、どうかな？　まずはデザイン画の発案者の呉羽から」

　呉羽を初めとして撫子が皆に意見を訊いていく。

「私のデザイン画そのままに作っていただけたみたいですね。嬉しいです」

　呉羽が頬を赤くして言った。彼女はどうも恥ずかしがりやのようだ。

「じゃあ茉陽琉は、どう？」

「……異論はございませんわ」

　茉陽琉は撫子のほうを見ようとはせず、テーブルの上に視線を落としてそう言った。

（なんか……ヘン）

　撫子と茉陽琉のようすが普段とは違っている。昨日もそうだったが、ふたりはろくに会話しない。

　撫子はいつもどおりだが茉陽琉のようすがおかしい、というほうが正しいかもしれない。茉陽琉は撫子を避けているような気がするのだ。

（なんでだろ……？）

　修学旅行中、一緒に映画山をまわったときには違和感を覚えなかったから、なにかあったとしたらきっとそのあとだ。

（ケンカでもしてるのかな）

　きっとそうに違いない。ふたりはなにかと衝突が多いから――。

　紗奈はこのとき「早く仲直りすればいいのに」と他人事のように思っていた。




　次の日もまた生徒掲示板には人だかりができていた。

「んもぅ！」

　紗奈は掲示板へ向かって憤然と歩み寄る。人だかりの中には茉陽琉がいて、他の生徒になにかを手渡していた。

「茉陽琉、なにしてるんだろ？」

　撫子が呟くなり、茉陽琉はこちらに気がついたらしく踵を返して足早に立ち去ってしまった。

（ヘンなの……）

　訝しみながら紗奈は掲示板の前に立ち、承認印の押されていない新聞を両手で剥ぎとる。

「鈴木さん、なんですぐに剥がしてくれなかったんだろ」

　怒りを露わに紗奈が言った。撫子は唇を引き結んだまま、言葉を発しない。

（毎日毎日――許せないっ。絶対に犯人を突き止める！）

　ふと、いましがた去っていった茉陽琉の顔が浮かんだ。

（そうだよ。鈴木さんって、なにかと撫子ちゃんに突っかかってる）

　ごく最近――修学旅行から帰ってからはふたりが話をしているところは見かけないが――以前は頻繁に衝突していた。

「ねえ撫子ちゃん。鈴木さんとなにかあった？」

「えっ？」

　あからさまに動揺する撫子をジイッと見つめる。

「な、なんにもないよ。じゃあ紗奈、またあとでね」

　そうして撫子までそそくさと行ってしまう。

（なんか怪しい……）

　紗奈は新聞を手に持ったまま渋面じゅうめんを浮かべた。




　生徒会室へは早めに行った。珍しく先に呉羽がいたので、紗奈はこれまでの新聞を彼女に見せて相談することにした。

「中里さん、なにかわかる？」

「いえ……これといってなにも」

　呉羽は申し訳なさそうな顔のまま言葉を足す。

「でもやっぱり、頭のいい人が作ったということには違いないかと。文章におかしなところは見当たらないし、構成も巧みで……妙に説得力がある」

　紗奈は「んん」と唸る。脳裏をよぎったのは先日の中間テストの順位表だ。茉陽琉は学年二位。この学園で撫子の次に勉強ができる。

（まさか鈴木さんがこの新聞を――？）

　疑いだすと、撫子を避ける茉陽琉の行動が怪しく思えてくる。今朝だって、不審だったではないか。

（ううん、そんな証拠はないんだし）

　決めつけるのはよくない。

（こうなったら現行犯で捕まえるしかない）

　紗奈は意気込み、その日の夜は普段よりも早くベッドに入った。




　翌朝は風が強かった。厚い雲の隙間に晴れ空が見える不思議な天気の下もと、守衛の男性が校門を開けるのと同時に敷地内へ入り、掲示板の側で張り込んだ。

　撫子には昨日「園芸委員の仕事があるから明日の朝はひとりで行く」と伝えた。

（掲示板にはまだなにも貼られていない。犯人はきっと来る）

　木陰から、ドキドキしながら生徒掲示板を見張る。

（……だれか来た）

　制服の上にパーカーを着ている。フードを目深まぶかに被っているので顔はわからない。生徒掲示板のほうへと一直線に進んでいく。

　すぐに飛びだしたいのを堪こらえてようすを窺う。パーカーの生徒はきょろきょろとあたりを見まわしたあと、スクールバッグから紙を取りだして掲示板に両手を伸ばした。

（間違いない！）

　紗奈は木陰から飛びだし、パーカーの生徒の背後からじりじりと近づいていく。

「承認印のない掲示物は張りだせません！」

　紗奈が叫ぶと、その生徒はビクッと肩を揺らして振り返った。

　新聞は右上の隅だけがピンで留められた状態なので、もう片方は丸まって垂れている。

　その人が振り返ると、その拍子にパーカーのフードが後ろへずれた。

（この人――）

　いつだったか、体育館裏で撫子に告白していた特進クラスの女子生徒だ。新聞の見だしにはやはり撫子の悪口が綴られている。

「もしかして……撫子ちゃんに振られた腹いせに？」

「そっ、そうよ！　遠野さんが悪いんだから！」

　どう考えても逆恨みだ。

「これは剥がさせてもらいます。もうこんなことしないでくださいっ」

「やだ、やめてっ！　何時間もかけて作ったのに」

「何時間もかけて人の悪口を書いたって、なんにもなりません！」

「う、うるさいっ……。だいたいあなた、いつも遠野さんのそばをうろうろして……っ」

　女子生徒の顔つきが変わった。困惑したものから、明らかな憎悪を滲ませたものへと。

「あなたになにがわかるのよ！」

　彼女が腕を振り上げる。その先には押しピンが握られていた。針の長いピンだ。あんなものを肌に突き立てられたらきっとひとたまりもない。

「――っ!!」

　とっさに目を瞑つむり、両腕を顔の前に持ってきて自身をかばう。

　しかし、どれだけ経っても痛みはこない。

　おそるおそる目を開けると、そこには見慣れた金髪があった。朝陽をきらきらと乱反射して、風にたなびいている。

「え……？」

　撫子はいつの間にそうしたのか、紗奈と女子生徒のあいだに割って入っていた。

　女子生徒はすっかり青ざめて後ろ歩きをしている。血のついた押しピンが地面に落ちて、微かな音を立てた。

「撫子ちゃん――？　手……っ、怪我してる！」

　右の手首を押さえている撫子を凝視する。手のひらから血が出ている。

「う、うぅっ」と呻うめき声を上げたのは女子生徒だ。青い顔のまま逃げ去ってしまう。

　しかしいまはそれを追いかけている場合ではない。

「てっ、手当しなくちゃ」

「大丈夫、たいしたことない」

「だめだよっ」

　保健室はおそらくまだ開いていない。

　生徒会室へと急ぐ。鍵は撫子が持っているし、そこには救急箱もある。生徒会室の鍵を開けた紗奈は一目散に棚へと駆け、救急箱を取りだした。

　血は出ているものの、撫子の言うとおり傷はそう深くなかった。椅子をふたつ寄せて向かい合って座り、消毒をして包帯を巻く。

「そんな顔しないで？」

　自分がどんな顔をしているのかわからなかったが、とても笑ってなどいられない。

「だって、私のせいで……！」

　紗奈の瞳から水粒が溢れる。

　すると華奢きゃしゃな人差し指で涙を拭われた。

「紗奈、ありがとね？　私のために、早起きして掲示板を見張ってくれていたんでしょ」

　コクコクと頷きながらも、自分の不甲斐なさにまた泣けてくる。

「けど、撫子ちゃんに怪我させちゃった」

「たいしたことないって言ってるのに」

「でも……っ」

　やるせない。涙が止まらない。

　心ない言葉から撫子を守ろうと行動したというのに、物理的にでも傷つけてしまったら本末転倒だ。

　撫子は紗奈の肩に深く顔を埋うずめて深呼吸をした。

「……紗奈」

　耳のすぐそばで、鳥の囀さえずりさながらの美声が響く。

「私が怪我をしたのって右手なのよね」

「う、うん……？」

　背中を撫で上げられた。

「これじゃあオナニーできないから……紗奈が代わりに弄って」

「へっ!?」

　胸がドクンッと大仰に反応して、撫子と触れ合っている部分が急に熱を持ちはじめる。背を這い上がってきた彼女の手が首筋を掠めて耳たぶに触れ、頬を覆う。

「ね？　紗奈、はやく」

「い、いま――!?」

　妖艶な笑みをたたえて、撫子は緩慢に頷く。

「紗奈とくっついてたら、またムラムラしてきちゃったの。ガマンしなきゃって思うのに……だめ。紗奈が愛しすぎて、抑えられない」

　撫子は眉根を寄せて、いまにも泣きだしそうな切羽詰せっぱつまった顔をしている。

「紗奈、おねがい……」

　誘惑の囁きだ。ドクドクドクドク――と、かつてないくらいに胸が騒ぐ。

「えっと……でも、どう……すれば」

　切きれ切ぎれに尋ねると、撫子は緩くほほえんだ。

　彼女に触れることにまだ迷いはある。

（だって、そんなこと――）

　許されるのだろうかと考え、同時に、自分はいったいだれに許しを乞うているのだろうと疑問に思う。

「紗奈？　私の……言ったとおりにしてくれるの？」

　なにもかも蕩とろけだしてしまいそうな甘い声に、胸が締めつけられる。

「う、うん」

　なぜ頷いてしまったのだろう。撫子が笑みを深くするので、心臓はうるさいまま、ずっと高鳴っている。

「制服――脱がせて、ほしい」

　わずかにためらいを含んだような言い方だった。

　紗奈は声もなく首を縦に振り、撫子のブレザーに手を伸ばす。赤みがかった金色のボタンを外そうとする。

（どうして……）

　ブレザーのボタンを外すのなんて、難しい作業ではなく日常的にしていることだというのに、指先が震えてしまってうまくできない。

　撫子は口元に緩い弧を描いたまま無言でこちらを見下ろしている。

「撫子ちゃんは、目……閉じてて？」

「えっ？」

「な、なんか……見られてると緊張する、というか……」

　ボタンが外せないことに対するみっともない言いわけだ。

「……わかった」

　そうして撫子はエメラルドグリーンの瞳を閉ざす。長いまつ毛が目元に影を落とす。

「でも私も……目を閉じてるとよけいに緊張する」

　撫子の頬は赤い。

　だが見られていないとなると幾分かやりやすくなる。ブレザーのボタンをふたつ外して、次は中のワイシャツのボタンに指をかける。

（あ、でも……先にリボンを外したほうがいいのかな）

　迷っていると、撫子の目が開いた。

「どうしたの、紗奈」

「うぁっ、ええと、その……どういう順番で脱がせればいいのかなって」

「紗奈の好きなように……して？」

「う……うん」

　戸惑いながら頷き、

（じゃあ、リボンはそのまま――が、いいかも）

　青いリボンはそのままでワイシャツのボタンを外す。

（なんか、私――ヘンタイみたいじゃない!?）

　いけないことをしようとしているという意識が強くなってくる。

（でも、でもっ……撫子ちゃんが、望んでるんだし）

　すべての責任を幼なじみに押しつけて、紗奈は両手を動かす。ワイシャツのボタンを外すことで谷間が垣間見かいまみえた。ビビットな紫色に白いフリルレースがあしらわれたブラジャーはいやに煽情的せんじょうてきだ。

「ブラも……ホック、外してね？」

「は、はい」

　なぜ敬語で答えてしまったのだろう。撫子がうっとりとしたような笑みを向けてくるので、調子はずっと狂ったままだ。

「撫子ちゃん、目」

「ん……うん」

　彼女が目を閉じるのと同時にブラジャーのホックを弾いた。

（こ、これからどうすれば――）

　その答えは撫子がすぐにくれる。

「ちくび……さわって」

　目を瞑ったまま撫子が言った。紗奈はゴクリと喉を鳴らし、緩くなったブラジャーの内側を手探りする。

「ん、んぅ」

　高い掠れ声にゾクゾクしながら右手を動かす。肌は柔らかく、ふっくらとしている。

（やっぱり撫子ちゃんのおっぱい……大きい）

　羨ましい思いを抱いて胸を見下ろす。もっとも、ブラジャーに覆われているので直接は見ることができない。

　心なしか撫子の息遣いが荒くなってきた。

　乳首がどこについているのかわかっているのに、そこに指で触れるのはためらわれる。自分のものだって、つまむことはそう多くない。

（けど撫子ちゃんは、いつも自分でしてるんだよね）

　胸騒ぎのようなものを覚える。

　深呼吸をして、胸飾りに指を添えた。

「あぁんっ……！」

　ほんの少し触れただけだというのに、撫子は大声を上げて身を捩よじる。その反応に驚いてしまう。

「つ、強かった？」

　強くつまみすぎただろうかと思った。撫子は眉根を寄せたままぶんぶんと首を横に振る。

「ちがうの……。少し触れられただけでも、反応しちゃうの。紗奈の、指だから」

　肩で荒く息をしながら言葉を紡いだ撫子を、思いがけず抱きしめたくなった。懸命に目を閉じて肩を上下させる彼女が愛しくてたまらない。

（そっか、私――）

　撫子のことをもうずっと前から愛おしいと思っていたのだ。それが友人としてなのか、それとはまったく別の対象としてなのかはわからない。

　ただ、とにかく愛しくて、彼女のためになにかしたくて、どうしようもなくなる。

「もっと、強く……つまんでもいい？」

　尋ねると、撫子は小さくコクリと頷いた。

　右手の親指と人差し指に力を込めて、煽情的なブラジャーの向こう側にある胸の尖りをつまみ上げる。

「あぅうんっ！」

　金色の長い髪の毛を振り乱して撫子は悶もだえて「はぁ、あぁっ」と肩で息をした。

（どうしよう――楽しい）

　こんな感情は知らない。

　幼なじみの乳首をつまんで捻りまわすことで愉悦を覚えるのだとは、知らなかった。

　紗奈は撫子の左の乳頭を指の腹で擦り立てた。すると、

「片方じゃ、いや」

　長いまつ毛を震わせて撫子は言葉を続ける。

「両方、さわって？　指で揺さぶってほしいの」

　撫子が目を開ける。翡翠の瞳が強く訴えかけてくる。彼女の瞳がそれまで閉ざされていたせいでよけいにそう感じるのだと思う。

「うん」

　返事をするのに、もはやためらいはない。

　空いていたほうの左手をブラジャーの向こう側へ滑り込ませて膨らみの先端を探す。指で掴んだ乳首は撫子の要望どおり揺さぶり、そして捏こねた。

「あぁっ……紗奈、さなぁっ……きもちぃよぉ！」

　名前を呼ばれるとあらゆる箇所が震える。心が、胸が、下腹部のあらぬ箇所が疼いてたまらなくなる。

（あれっ……。でも撫子ちゃんって両利きだったような……）

　そう思いながらも指摘はしなかった。心の奥底では撫子の体を弄りまわしたいと渇望しているからかもしれない。

　外はしとしとと雨が降り、雲間からは光が射していた。
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        第五章　エプロン　


「紗奈、おはよ～」

「おはよう」

　教室に入り席に着くと、クラスメイトの由慧が手に紙を持ってやってきた。

「ねえ、副会長の鈴木さんが『会長は潔白だ』っていうこのビラを配ってるの、知ってた？」

「えっ？」

「あ、やっぱり知らなかったんだ。生徒会で作ったものじゃなくて、鈴木さんがひとりで作って配ってるってことだよね。わざわざこんなことまでするなんて……遠野さんと鈴木さんって不仲説あるけど、そんなことなかったんだね～」

　紗奈は「そうだね」と相槌を打って顎に手を当てる。

（じゃあ――このあいだ掲示板の前で生徒に渡してたのは、このビラだったんだ）

　撫子を悪く言っていたのはなく、その逆だったということだ。

（それなのに私ったら、鈴木さんのこと疑っちゃって……悪かったな）

　反省しつつ放課後を迎え、紗奈は生徒会室で撫子に茉陽琉のことを話した。生徒会室にはまだ紗奈と撫子のふたりだけだった。

「――そう。茉陽琉が……」

　撫子は神妙な面持ちになった。紗奈はしばらく幼なじみを眺めていた。

（なんか、意識しちゃう……）

　あれから撫子とそういうことはしていないものの、生徒会室に来ると思いだしてしまう。

　指にはまだ感触が残っている。撫子の、柔らかくもしなやかな胸の尖りの感触が。

（私……またしたいって思ってる？）

　自覚するとそれだけで心臓が暴れだす。

（だめだめっ、これから生徒会のみんなが来るんだから……っ）

　撫子を意識して赤くなっていては変に思われる。平常心でいなければ――。

　ガラガラッと部屋の引き戸が開いた。顔を出したのは茉陽琉だ。

　撫子は「あ」と短く発して椅子から立った。

「茉陽琉、いろいろありがとね？」

　すると茉陽琉は驚いたように目を見開いた。それから頬を赤くして「べつに」と答える。

　紗奈はふたりを交互に見る。

（撫子ちゃんと鈴木さん――いつもどおりになったのかな？）

　そこへ呉羽がやってきた。全員でうちわのデザインの最終チェックをする。

「――じゃ、これで発注をかけるね」




　生徒掲示板に無許可の新聞が貼りだされることはないだろうと思っていた。ところが、掲示板の前にはまた生徒たちが集まっていた。

「――っ、懲こりもせずまだ！」

　紗奈は駆けだす。

「ちょっと、すみません、通してください」

　人だかりの合間を縫って掲示板の前へ行き、憤然と見上げる。

「……って、あれ？」

　最終号と銘打ち、これまでとは打って変わって撫子を褒めたたえるものが貼られていた。

「ごめんなさいのつもりなんじゃない？」

　いつの間にか隣に立っていた撫子が微笑して言った。

　紗奈は息をつき、スクールバッグから承認印を取りだしてポンッと新聞の端に押印する。

「撫子ちゃんは心が広いね」

「そんなことないよ。すっごく狭いよ」

「ええ～っ？」

「だって……紗奈がほかの女の子と話してるだけで妬いちゃうもん」

　紗奈はなんの言葉も返せないまま、教室の前で撫子と別れた。

（そうだ、私……いつまでも曖昧なままじゃダメだ）

　気がついたばかりの感情とはいえ、撫子に伝えなくてはならない。

（撫子ちゃんが、好き）

　友人としてのそれとはきっと違う。

　ただの友人としての好意なら、彼女に触れたいという衝動は起きないはずだ。

　いま別れたばかりなのにもう会いたくなっている。

　ずっと前からそうだったのに、気づかないふりをしていた。どういうわけかいまならはっきりとそうだと思える。

　撫子が愛しくて、触れたくて、自分のものにしたくてたまらない。

（ちゃんと言おう）

　その機会はいくらでもある。

　そう――いつでも伝えることができるというのに、いざ切りだそうとするとなかなか口に出せない。

（いつもと違う場所のほうがいいかも）

　生徒会室や、登下校の道ではなく普段は立ち入らない場所のほうが言いだしやすい。そんな気がした。

　紗奈は撫子を屋上に呼びだした。本来なら生徒は出入りが許されない場所だが、扉の鍵が壊れているのでだれでも屋上へ行くことができる。

　先に屋上へ行って撫子を待つ。

　夕陽が目の高さにあって眩まぶしい。

（下校のチャイムが鳴る前に、言う……！）

　そう心に決めて、黒ずみを帯びた銀色の柵に両手をつき、深呼吸をする。

　ガチャッという、ドアノブがまわる音がやけに耳に響いた。

　振り返れば撫子がいた。首を傾げて不思議そうにしている。

「どしたの、紗奈」

　いまから告白されるのだとは、撫子は思いもよらないだろう。

　首を傾げたまま彼女が近づいてくる。

「撫子ちゃんっ、私ね」

　視界がぼやける。肝心なことはまだなにも口に出していないというのに――。

（泣いてる場合じゃないんだから！）

　自身を鼓舞して大きく息を吸う。

「撫子ちゃんのことがっ……好き」

　もっと大きな声ではっきりと言うつもりだった。

　それなのに声は尻すぼみになって、虫の鳴くような音量になってしまった。

　風が強く吹いていたから、撫子は聞きとれなかったかもしれない。

　もう一度言おうと口を開くと、いまにも泣きだしそうな顔で撫子が両手を伸ばしてきた。

　隙間なくぎゅうっと抱きしめられる。

　紗奈はためらいなく、彼女の華奢な体に腕をまわして抱き返す。

　普段よりも近くでチャイムが鳴り響く。下校を促す予鈴だ。本鈴が鳴る前に帰らなくてはならない。わかっているのに、こうしてずっと抱き合っていたいと願ってしまう。

「キス、したい」

　不意に撫子が言った。

　紗奈の瞳が小さく左右に揺れる。翡翠の瞳は、見つめていると吸い込まれそうになる。

　ゆっくりと目を閉じると、唇が重なり合った。

　空を飛んでいるような心地になる。ふわふわとして、地に足がつかない。

「夢みたい」

　いままさに頭の中で考えていたことを撫子が言うので面食らってしまう。

「私も、同じこと考えてた」

「……紗奈？　私のこと、ほんとにほんとに、ほんと～うに好き？」

　紗奈はすぐに「うん」と答えて頷く。

「あ、愛してる」

　真剣な顔で紗奈が言うと、撫子はしばし固まった。

「え、っと……撫子ちゃん？」

　その発言はあまりにも重かっただろうかと不安になる。

　撫子はぼろぼろと涙を零す。

「も、私……明日、しんじゃうかもしれない」

「やだ、しなないで」

「だってっ……こんなの、嬉しすぎるし幸せすぎるっ」

　また抱きしめられた。わんわんと泣く撫子の背を何度も撫で上げる。

「ありがと、撫子ちゃん」

「……私のセリフだってば」

　ふたりは茜色の空の下、瞳に涙を溜めて笑い合った。




　紗奈は撫子との関係について考えていた。

（私と撫子ちゃんって……恋人、ってことになるのかな）

　私室でひとり赤面する。

（うぅ、なんかすっごく恥ずかしい）

　ベッドに寝転がり、自分の唇を辿る。

（撫子ちゃんの唇……柔らかかった）

　胸の先や脚の付け根がキュンッと締めつけられる。うつ伏せになってやり過ごそうとするものの、なかなかおさまらない。

（撫子ちゃんがオナニーしちゃう気持ち、わかったかも）

　きっと情熱を持て余しているのだ。

「撫子ちゃん……」

　いけないと思いながらも、服の中に両手を入れて乳首を弄る。

「ぁ……ん、んん……はぁ……っ」

　突如、ガタッと物音がしたので窓のほうを見れば、そこには撫子がいた。

「～～～～っ!!」

　紗奈はガバッと起き上がり、赤い顔で窓際に立つ。

「い、いつからそこに……」

「……名前を呼ばれたあたり、かな」

　ほとんど初めからではないか。

「ねぇ、部屋に入れて？」

「きっ、今日はだめ！」

「ええ～っ!?」

「……ごめん。でもほんと、恥ずかしすぎてしにそう」

　撫子は「仕方ないなぁ」という具合に笑っている。

「私のほうこそ、覗いちゃってごめんね？　また明日、紗奈」

「うん。おやすみ――」




　土曜日。紗奈と撫子は完成したうちわを持って女子ソフトボール部の応援に行った。

　撫子は終始、熱のこもった応援をしていた。そして案の定、グラウンドでは男性に声かけられていた。

（撫子ちゃん、やっぱりモテる。恋人になりたいって人……たくさんいるんだ）

　撫子が男性に声をかけられるのが羨ましいわけではない。ただ、彼女を独り占めするのが自分でいいのだろうかという疑問はいまだにあった。

　グラウンドからの帰り道、

「撫子ちゃんの隣を歩くのって、私でいいのかな」

　考えていたことがつい口に出てしまった。

「――っ、ごめん。なんか、ネガティブなこと言った」

　すると撫子に両頬を掴まれた。

「紗奈以外となんて歩きたくない」

　きっぱりと言われれば迷いが消える。

「……うん。ありがと」

　マンションの廊下で家に入ろうとしていると、服の裾をつままれた。

「うちに寄って？」

　ドキッとしてしまったのはなぜだろう。紗奈は上ずった声で「う、うん」と答える。

（撫子ちゃんの家に行くからって、そういうことするって決まってるわけじゃないんだから！）

　心の中で自分に言い聞かせて隣家の玄関扉をくぐる。

「着替えてくるから、少し待ってて」

「うん」と返事をしながらも、普段なら服の上にエプロンを羽織るだけなのに――と疑問が湧く。

（今日の服、ゼッタイ汚したくないのかも）

　そう思い至り、それ以上は気に留めずソファに座って寛いでいた。

　手に持っていたうちわをローテーブルの上に置く。

「おまたせ」

　声がしたほうを振り向けば、思いもよらぬ姿が目に飛び込んでくる。

　撫子はピンク色を基調に同色のフリルレースがついたエプロンを着ていた。服の上からではなく、エプロンの下にはなにも身に着けていない。紗奈はおおいに驚いて、口をポカンと開けた。

「……どう？」

「ふぇっ!?」

　きょろきょろとあたりを見まわして、カーテンが開けっ放しなのに気がついて急いで閉める。

「す、すっごい……えっちだけど……似合ってる」

　撫子が嬉しそうに笑う。

「ヘンタイでごめんね……？　でもどうしても紗奈に見てもらいたかったの」

　赤い頬で自身の両腕を抱き、身をくねらせる撫子から目が離せなくなる。

「はぁ……紗奈。私……興奮する」

　彼女の腕に引っかかっているのはエプロンだ。撫子はすでにエプロンを身に着けているというのになぜ手に持っているのだろう。

「それでね、色違いがあるの。……紗奈も着て？」

　水色のフリルレースエプロンはそういうつもりで持っていたのか。

「や、やだっ……」

「どうして？」

「だって……おっぱい……撫子ちゃんみたいに、ならないんだもん」

　撫子の豊かな乳房はエプロン生地を高々と押し上げている。

「裸に着て、なんて言ってないじゃない」

「――!!」

　たちまち顔に熱が立ち上る。

（私ったら、勝手に勘違いして……！）

　恥ずかしい。穴があったら入りたい。

　撫子に他意はないのだと思い込み、紗奈はソファから立ち水色のエプロンを身に着けた。

（あれっ、でも私がエプロンを着たところで――料理を手伝うわけでもないし）

　撫子が料理をしているあいだ、いつも「座っていて」と言われるのになぜだろう。今日は手の込んだものでも作るのだろうか。

「紗奈？　エプロンの着方がなってない」

「えっ」

　和服ではあるまいし、エプロンに『正しい着方』などあるものか。

「ここはこんなふうにしなくちゃ……」

　後ろにまわり込んできた撫子に、カットソーの裾を捲り上げられる。

「ちょっ、ちょっと撫子ちゃんっ！」

「んん～？」

　とぼけながら、撫子は紗奈のブラジャーを引っ張り上げて乳房を露呈ろていさせた。

「なな、なっ」

「これでカンペキ」

　ああ、やはりこうなってしまう。貧乳の自分では、エプロンと乳房とのあいだに隙間ができる。それを撫子がじろじろ見てくるので、とっさに両手で胸元を押さえて隠した。

「み、見ないで。小さいから……恥ずかしい」

「それがイイのに……」

　そっと両手首を掴まれる。

「私、紗奈のおっぱい大好きだよ？　すごく敏感で、すぐに硬くなるよね」

「え――？　なんでそんなこと……」

　彼女が知っているのだろう。じかに触られたことなんてないはずなのに。

　撫子は口元に手を当てて上目遣いで見つめてくる。

「……紗奈が寝てるときに弄ったことがあるの。何回も」

「何回も!?」

「だって仕方がないじゃない！　無防備に寝てるんだもん……。紗奈の寝顔を見てたら、襲いたくなっちゃうの！　不可抗力なのっ」

　撫子が必死の形相で身を乗りだす。エプロンの向こう側にある大きな乳房が上下にふるっと揺れた。

「……あきれた？」

　紗奈は首を横に振った。

「わかる、よ？　私も……撫子ちゃんのそばにいたら、その……触りたくなっちゃうから」

　撫子の顔がみるみるうちに赤くなっていく。そうして、触ってもいないというのに乳首がエプロン生地を押し上げてぷっくりと浮き上がった。

「撫子ちゃんの乳首……たってるよ」

「紗奈のせいなんだから。……座って？」

　促されるままソファに座る。

「いじって――」

　瞳を潤ませて、撫子が催促してくる。下腹部から、正体不明のなにかが込み上げてきた。

　気がつけば幼なじみの唇を塞いでいた。

「ん、んっ……！」

「はぅ、んんぅっ」

　ふたりは互いに喘ぎながら唇を食み合う。

　撫子の両手がエプロンの胸元を探るので、紗奈も同じように両手を胸にあてがった。両手で覆ってもなお余る乳房をエプロン越しに揉みくちゃにする。

「ぁあん、んふぅっ……」

　エプロン生地越しにカリカリと乳首を引っかく。

「あっ、さなぁ……っ。舐めて、りょうほう……ちくび、どっちもぉ……！」

　猫なで声で催促される。紗奈はすぐに誘惑に負けた。

「えっと……こう？」

　まずはピンク色のエプロンを中央に寄せることで撫子の乳房を陽の下に晒した。そのあとは脇のほうから乳房を掴んで乳頭を並び立たせる。

　中央に向かって絞り込むように揉み、ピンッと尖った乳首を舌で突いたあと、ぺろぺろと舐めしゃぶった。

「はぁ、あぁっ……みて、紗奈……。私のここ、こんなになっちゃった」

　撫子は脚を開いて陰部を見せつけてくる。なんて卑猥なのだろう。

　テーブルの上に置いていたうちわが目についた。

「じゃあ、扇いであげよっか？」

　うちわを掴み、撫子の秘所を仰ぐ。

「ゃん、やぁあんっ……！」

　乳房を揺らして悶える撫子のことはきっと、どれだけ眺めていても飽きない。

「ねぇ、イきたぃ……紗奈、さなぁっ……！　ここ、こすって……。はやくぅっ」

　乞われるまま小さな肉粒を指で擦る。すると撫子もまた同じことを返してきた。ショートパンツをずらされ、花芽を擦り立てられる。

「あぁあ、ふぁぁあっ！」

「ひゃあぁあっ、ああぁんっ！」

　紗奈と撫子は互いの乳首を指で弄り合いながら、豆粒を執拗に擦り立てて同時に絶頂した。




　校外で清掃活動をしているときだった。人目を盗んで撫子が抱きついてきた。

「もう、撫子ちゃん？　まだ清掃活動中なんだから」

「あらかた終わったからいいじゃない」

　撫子はいっこうに離れようとしない。

「――あなたたち！」

　大きな声にビクリとして、紗奈と撫子は振り返る。

　両腕を大きく振りながら、制服の上にジャージを羽織った茉陽琉がツカツカと歩み寄ってくる。

「私はまだ完全に諦めたわけではありませんから！」

　何の脈絡もなく発せられた言葉に困惑する。

「え、えっ？　諦めたわけじゃない――って、なにが？」

「あ……ええと、その……」と、どういうわけか撫子が口ごもる。

「撫子ちゃん、どういうこと？」

　紗奈の問いに答えるのは茉陽琉だ。

「私、修学旅行中に撫子さんに告白してふられましたの。でも、一度ふられたくらいで諦めはしませんわ。そう決めましたの！」

　紗奈と撫子は声を合わせて「ええーっ!?」と驚嘆する。

　撫子と茉陽琉のようすがおかしいと思ったことがあったが、そういう事情だったのかと納得する。

「――そういうわけで橘さんっ。私は力の限りあなたと撫子さんの仲を妨害いたします！」

「なっ……そんな！」

「私は撫子さんのことを愛していますっ」

「わっ、私だって大好きだもん！」

「紗奈――」

　撫子が瞳を潤ませて紗奈の手を取るので、茉陽琉は両手にこぶしを作って憤った。

「とにかく！　私の前でいちゃつくなんて許しませんからね！　離れてっ」

「ゎっ！　逃げよう、紗奈！」

「う、うんっ」

　撫子と手を繋いでひた走る。

「あっ、待ちなさい！」

　茉陽琉が追いかけてくる。紗奈と撫子は学園目指して駆け、校内に入ったあとはいくつも廊下の角を曲がり、女子トイレの個室にふたりで入った。

「……行ったみたい」

　全力疾走したせいか胸がドクドクとうるさい。いや、狭い個室の中で密着しているせいかもしれない。

　紗奈は撫子の背に腕をまわす。どちらからともなく、ふたりは唇を重ね合わせた。
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